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議会だより
令和2年　第5回臨時会／12月定例会・全員協議会

なぎそ

第
５
回
臨
時
会
は
、
11
月
26
日
の
1
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

★
議
案
で
決
ま
っ
た
こ
と
一
覧
 …
…
…
…
…
…
…
…
16ｐ

12
月
定
例
会
は
、
12
月
9
日
か
ら
12
月
18
日
の
10
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し

た
。

★
議
案
で
決
ま
っ
た
こ
と
一
覧
 …
…
…
…
…
…
…
…
16ｐ

☆
補
正
予
算（
第
7
号
）を
可
決
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
17ｐ

☆
請
願
・
陳
情
の
審
査
結
果
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
18ｐ

★
一
般
質
問
：
9
人
の
議
員
が
質
問
 …
…
…
…
…
…
19ｐ

☆
各
報
告
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
24ｐ

☆
全
員
協
議
会
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
26ｐ

●
南
木
曽
町
小
水
力
発
電
施
設
の
管
理
運
営

●
南
木
曽
町
上
下
水
道
事
業
の
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用

●
社
会
体
育
館
照
明
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事

●
「
木
曽
地
域
の
高
校
の
将
来
像
に
つ
い
て
の
意
見
・
提
案
書
」

●
医
療
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果　
●
補
聴
器
購
入
補
助
事
業

●
出
産
費
用
助
成
事
業　
●
妻
籠
宿
重
伝
建
保
存
事
業
の
今
後
の
あ
り
方

●
認
定
こ
ど
も
園　
●
名
古
屋
外
国
語
大
学
と
の
包
括
連
携
協
定

●
郵
便
局
と
の
包
括
連
携
協
定　
●
南
木
曽
町
森
林
経
営
管
理
制
度
実
施
方
針

●
実
施
計
画
（
令
和
3
年
度
〜
令
和
5
年
度
）

蘭
地
域
振
興
協
議
会
副
会
長　
　
北
原　
伸
一
さ
ん

議
長
年
頭
あ
い
さ
つ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
15ｐ

第
５
回
臨
時
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
16ｐ

12
月
定
例
会
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
16ｐ

シ
リ
ー
ズ
「
聞
い
て
私
の
思
い
」 …
…
…
…
…
…
…
…
30ｐ

解体工事が進む旧妻籠
小学校。右側の建物は、

保存が検討されている旧妻籠中学校

議会の眼



令和３年
明けましておめでとうございます

南
木
曽
町
議
会
議
長　

山
﨑　
隆
二

牛
歩
の
ご
と
く
一
歩
ず
つ

令
和
３
年
、
２
０
２
１
年
、
丑
年
年
頭

の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
節
分
の
日
、
横
浜
へ
入
港
し
た

ク
ル
ー
ズ
船
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
確
認
さ
れ
、
人
々

は
テ
レ
ビ
に
釘
付
け
に
な
っ
た
。

以
後
、
入
国
者
や
国
内
の
人
の
交
流
に

よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
は
日
本
各
地
に
拡
散

し
、
年
末
に
は
全
国
で
一
日
４
千
人
近
く

の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
る
勢
い
と
な
り
、

世
界
で
も
８
千
万
人
を
超
え
る
人
々
が
感

染
し
、
死
者
は
１
８
０
万
人
に
迫
る
「
猛

威
」
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
病
名
は
「
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

―
19
」。
２
０
１
９
年
に
中
国
南
部
で
発

見
さ
れ
た
人
か
ら
人
へ
伝
搬
す
る
ウ
イ
ル

ス
だ
が
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
感
染
が
拡
大
し

て
し
ま
っ
た
の
か
。
発
見
の
初
期
に
、
こ

の
「
新
型
ウ
イ
ル
ス
」
の
あ
ら
ゆ
る
情
報

を
い
ち
早
く
世
界
に
公
開
し
て
警
戒
を
促

し
、
発
見
さ
れ
た
狭
い
地
域
を
封
鎖
し
て

拡
大
を
防
ぐ
べ
き
で
あ
っ
た
。

「
コ
ロ
ナ
禍
」
の
令
和
２
年
の
日
本
社

会
で
は
、
人
間
社
会
の
意
思
疎
通
、
い
わ

ゆ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
必
要
な
密

接
・
密
集
・
密
閉
の
「
三
密
」
状
態
を
避

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、「
新
し
い

日
常
」
と
い
わ
れ
る
生
活
が
始
ま
っ
た
。

生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、
密
接
は
距

離
・
遠
隔
へ
、
密
集
は
疎
遠
・
小
集
団
へ
、

密
閉
は
開
放・換
気
へ
と
、「
新
し
い
日
常
」

に
気
を
遣
う
社
会
に
「
変
容
」
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
。

コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
、
南
木
曽
町
成
人

式
は
再
延
期
、
消
防
団
の
出
初
式
も
中

止
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
、
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
や
集
会
が
中
止
に
な
っ
て
い
る
。

２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
延
期
も
歴
史
に
残
っ
た
。

一
方
で
ウ
イ
ル
ス
は
、
深
夜
に
及
ぶ
歓

楽
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
観
光
頼
み
の
経
済
に
警
告
を
与
え
て
く

れ
た
と
も
言
え
よ
う
。
旅
行
や
飲
食
も

「G
o To

」
の
割
引
で
促
す
の
で
は
な
く
、

本
来
は
行
き
た
い
時
に
行
く
も
の
だ
。

ま
た
、
１
０
６
兆
円
を
超
え
る
令
和
３

年
度
の
国
家
予
算
は
、
ウ
イ
ル
ス
や
既
往

の
病
気
に
対
峙
し
て
く
れ
て
い
る
医
療
従

事
者
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
困
窮
者
、
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
多
く
を
割
く
べ
き
だ
。

昨
年
の
清
水
寺
の
一
文
字
は「
密
」だ
っ

た
。
結
婚
式
や
葬
式
も
「
家
族
ま
た
は
近

親
者
の
み
」
が
当
た
り
前
と
い
う
社
会
に

な
り
つ
つ
あ
る
が
、
直
接
出
会
い
相
手
の

目
線
や
表
情
を
感
じ
取
り
つ
つ
、
意
見
や

情
報
を
交
わ
す
「
密
」
は
、
人
間
社
会
に

は
不
可
欠
だ
。

今
年
は
各
家
庭
の
通
信
網
が
光
ケ
ー
ブ

ル
に
変
わ
る
。携
帯
電
話
も
日
進
月
歩
だ
。

「
密
」
の
意
義
は
失
わ
ず
、
新
し
い
情

報
通
信
手
段
と
、「
新
し
い
日
常
」
と
い

う
様
式
を
取
り
込
ん
で
生
き
る
こ
と
を
、

牛
歩
の
ご
と
く
一
歩
ず
つ
学
ぶ
年
に
し
た

い
。
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9
日 

中
津
川
市
議
会
・
南
木
曽
町
議
会
リ
ニ
ア
特
別
委
員
会
正
副
委
員
長
会
議

20
日 

議
会
だ
よ
り
（
9
月
定
例
会
報
告
）
発
行

23
日 

議
会
運
営
委
員
会
、
森
林
・
林
業
・
林
産
業
活
性
化
促
進
議
員
連
盟
木
曽

ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
会
議
研
修
会

26
日 

木
曽
南
部
土
砂
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
議
員
連
盟
総
会
・
講
演
会

27
日 

木
曽
郡
町
村
議
会
議
長
会
要
望
活
動
（
〜
28
日
）

3
日 

南
木
曽
町
表
彰
式

5
日 

松
塩
筑
木
曽
老
人
福
祉
施
設
組
合
会
議
11
月
定
例
会

6
日 

中
津
川
市
議
会
・
南
木
曽
町
議
会
リ
ニ
ア
特
別
委
員
会
合
同
会
議
、
木
曽

南
部
直
轄
砂
防
推
進
協
議
会
・
木
曽
南
部
土
砂
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
議
員

連
盟
要
望
活
動

10
日 

国
有
林
対
策
特
別
委
員
会
・
木
曽
森
林
管
理
署
南
木
曽
支
署
意
見
交
換
会

12
日 

木
曽
南
部
直
轄
砂
防
推
進
協
議
会
・
木
曽
南
部
土
砂
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

議
員
連
盟
要
望
活
動
（
〜
13
日
）

13
日 

南
木
曽
町
議
会
議
員
と
保
育
園
保
護
者
等
と
の
意
見
交
換
会

17
日 

総
務
文
教
常
任
委
員
会
・
教
育
委
員
会
・
小
中
学
校
合
同
会
議

18
日 

木
曽
郡
町
村
議
会
議
長
会
要
望
活
動
（
〜
19
日
）

 

議
会
だ
よ
り
（
9
月
全
員
協
議
会
報
告
）
発
行

19
日 

南
木
曽
町
議
会
議
員
と
保
育
園
保
護
者
等
と
の
意
見
交
換
会

24
日 

中
津
川
南
木
曽
県
際
道
路
改
修
促
進
協
議
会
、
県
境
近
隣
市
町
村
議
会
議

長
会
要
望
活
動

25
日 

空
き
家
対
策
協
議
会

26
日 

南
木
曽
町
議
会
第
5
回
臨
時
会
、
読
書
保
育
園
視
察
、
国
道
２
５
６
号
改

良
促
進
特
別
委
員
会
・
経
済
観
光
常
任
委
員
会
合
同
会
議

30
日 

木
曽
広
域
連
合
議
会
第
4
回
定
例
会

1
日 

県
境
近
隣
市
町
村
議
会
議
長
会
要
望
活
動

2
日 

議
会
運
営
委
員
会

4
日 

蘇
南
高
等
学
校
地
元
町
村
協
議
会

6
日 

木
曽
川
右
岸
道
路
川
向
工
区
完
成
式

9
日 

南
木
曽
町
議
会
12
月
定
例
会
（
〜
18
日
）

10
日 

経
済
観
光
常
任
委
員
会
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
対
策
特
別
委
員
会
、
議
会
運
営

委
員
会

17
日 
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
対
策
協
議
会

10
月

11
月

12
月 議

会
の
主
な
動
き 

（
９
月
定
例
会
閉
会
後
）

議会だより
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第5回臨時会 可決議案一覧表
条例の改正 賛否 全協

●一般職の職員の給与に関する条例の一部改正 人事院勧告に基づく国家公務員の給与改正に準じて、一般職の職員の期末
手当を年0.05月分引下げるものです。

全員
賛成 －

●特別職の職員で常勤の者の給与に関する条例
の一部改正

国家公務員の給与改正に準じて、特別職の職員で常勤の者の期末手当を年
0.05月分引下げるものです。

全員
賛成 －

●町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関
する条例の一部改正 国家公務員の給与改正に準じて、期末手当を年0.05月分引下げるものです。 全員

賛成 －

12月定例会 可決議案一覧表
予算関連議案 賛否 全協

●令和2年度　補正予算 ・一般会計の補正は3972万4千円増額し、総額48億7641
万3千円となります。

全員
賛成 －

一般議案 賛否 全協
●令和元年度農業水路等長寿命化・防災減災事
業細野洞地区小水力発電施設建設工事請負契
約の変更

変更後契約金額：8280万8000円（115万5000円増）
契約の相手方：有限会社アース・テック

賛成
多数 －

●指定管理者の指定

施　　設：南木曽町営妻籠宿有料駐車場
指定団体：公益財団法人妻籠を愛する会（代表者 理事長 藤原　義則）

全員
賛成

11月号
P.29

施　　設：福沢桃介記念館・山の歴史館・桃介橋河川公園
指定団体：桃介橋河川公園組合（代表者 代表理事 小幡　唯一）
施　　設：妻籠宿ふれあい館
指定団体：一般社団法人南木曽町観光協会（代表者 代表理事 高橋　俊吾）
施　　設：南木曽町森林総合利用促進休養施設等
指定団体：床浪観光開発株式会社（代表者 代表取締役 志水　弘樹）
施　　設：南木曽町総合福祉センター
指定団体：社会福祉法人南木曽町社会福祉協議会（代表者 会長 森　洋司）
施　　設：南木曽町障害者就労継続支援事業所「ひだまり工房」
指定団体：社会福祉法人南木曽町社会福祉協議会（代表者 会長 森　洋司）

●南木曽町辺地対策総合整備計画の変更 令和３年度以降の実施計画策定に伴い、加除・修正を行うものです。 全員
賛成 －

同意案件 賛否 全協
●農業委員会の委員の任命につき認定農業者等
が委員の過半数を占めることを要しない場合
の同意

農業委員会の委員の任命につき、認定農業者等の割合を４分の１とするも
の。

全員
賛成 －

●農業委員会の委員の任命（11名）
　（任期：令和3年2月15日～令和6年2月14日）

片田　　恵（田立）　　青木　房江（吾妻）　　古井小恵子（田立）
高橋　　德（田立）　　伊藤　兼彦（吾妻）　　古川　和久（吾妻）
小倉　　勉（読書）　　松原　徳則（読書）　　松原　正典（読書）
山川あゆみ（読書）　　早川　親利（読書）

全員
賛成 －

承認案件 賛否 全協

●南木曽町有林野経営事業計画の承認 令和3年度　町有林野経営事業計画　事業費1000万円
間伐11.3ha、除伐・枝打ち6ha、作業道1180m

全員
賛成 －

条例の制定／改正 賛否 全協

●南木曽町の議会の議員及び長の選挙における
選挙運動の公費負担に関する条例の制定

町村の選挙における立候補に係る環境改善のため、町村議
会議員選挙及び町村長選挙における選挙公営の拡大、町村
議会議員選挙におけるビラ頒布の解禁、供託金制度の導入
をするものです。

賛成
多数

11月号
P.27

●南木曽町障害者就労継続支援事業所「ひだま
り工房」の設置及び管理運営に関する条例の
一部改正

正しい番地「南木曽町田立146番地2」に訂正を行うものです。 全員
賛成 －

●南木曽町国民健康保険税条例の一部改正
地方税法施行令の一部を改正する政令が公布されたことに伴い、個人所得
課税の見直しを踏まえ国民健康保険税の減額に係る所得の基準について所
要の見直しを行うものです。

全員
賛成 －

●南木曽町後期高齢者医療に関する条例の一部
改正

地方税法等の一部を改正する法律、地方税法施行令の一部を改正する政令
及び地方税法施行規則の一部を改正する省令が公布されたことに伴い、延
滞金における「特例基準割合」の名称を「延滞金特例基準割合」に変更す
るものです。

全員
賛成 －

●南木曽町税外収入金に対する手数料及び延滞
金徴収条例の一部改正

地方税法等の一部を改正する法律、地方税法施行令の一部を改正する政令
及び地方税法施行規則の一部を改正する省令が公布されたことに伴い、延
滞金における「特例基準割合」の名称を「延滞金特例基準割合」に変更す
るものです。

全員
賛成 －

●南木曽町小水力発電施設運営基金条例の制定
細ノ洞小水力発電施設の設置により得られる売電収入について、今後の発
電事業の適切な管理運営のための基金の設置、管理及び処分について定め
るものです。

全員
賛成

今月号
P.26

●南木曽町上下水道事業の設置等に関する条例
の制定

現在の南木曽町上下水道事業に地方公営企業法の財務規定を適用すること
に伴い、上下水道事業の経営の基本に関する事項を定めるものです。

（併せて、現行の特別会計条例を廃止）
全員
賛成

今月号
P.26

●南木曽町簡易水道基金の設置、管理及び処分
に関する条例等の一部改正

現在の南木曽町上下水道事業に地方公営企業法の財務規定を適用すること
に伴い、既存の関係基金条例中文言の名称変更等整備を行うものです。

全員
賛成

審議内容
掲載P.17～

解説
掲載P.18～
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◆
個
人
や
事
業
者
へ
の
支
援

　
　
町
内
の
飲
食
店
や
宿
泊

業
、
木
工
業
、
困
窮
家
庭
な

ど
へ
の
新
た
な
支
援
は
何
か

考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
国

支
援
の
財
源
は
ど
う
な
る
か
。

　
　
ま
ず
は
現
状
や
声
を
把

握
す
る
こ
と
や
、
財
源
の
確

保
が
大
事
に
な
っ
て
く
る
と

考
え
ま
す
。
喫
緊
的
に
で
き

る
こ
と
は
や
っ
て
い
き
ま
す
。

財
源
に
つ
い
て
は
、
先
日

閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
に
つ
い

て
1
兆
5
千
億
円
の
予
算
が

示
さ
れ
ま
し
た
が
、
各
市
町

村
に
ど
の
よ
う
に
下
り
て
く

る
の
か
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　
　
　
今
か
ら
で
も
準
備
を

す
れ
ば
早
め
の
対
応
が
で
き

る
の
で
は
。
生
活
保
護
や
子

ど
も
の
就
学
支
援
に
も
目
配

り
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

国
保
の
休
業
支
援
も
行
っ
て

い
る
と
思
う
が
、
支
援
制
度

の
周
知
を
し
っ
か
り
と
お
願

い
し
た
い
。

◆
施
設
の
感
染
対
策（
保
育
園
）

　
　
保
育
園
の
温
水
工
事
が

遅
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
手

洗
い
時
の
寒
さ
対
策
な
の
で
は
。

　
　
現
地
視
察
を
い
た
だ
い

た
中
で
庇
部
分
の
指
摘
を
受

け
た
こ
と
も
あ
り
、
設
計
変

更
を
行
い
、
時
間
を
要
し
て

い
ま
す
が
、
配
管
工
事
は
優

先
的
に
進
め
た
い
と
考
え
て

お
り
、
入
札
を
12
月
に
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
　
　
冬
場
に
間
に
合
わ
せ

る
こ
と
が
大
事
だ
。
一
日
で

も
早
く
終
わ
る
よ
う
に
。

◆
保
育
園
駐
車
場
整
備

　
　
保
育
園
駐
車
場
の
補
正

予
算
内
容
は
。

コ
ロ
ナ
対
策

◆
個
人
や
事
業
者
へ
の
支
援

　
　
町
内
の
飲
食
店
や
宿
泊

　
　
町
内
の
飲
食
店
や
宿
泊

Q支
援
の
財
源
は
ど
う
な
る
か
。

支
援
の
財
源
は
ど
う
な
る
か
。

　
　
ま
ず
は
現
状
や
声
を
把

A

ん
。

　
　
　
今
か
ら
で
も
準
備
を

す
れ
ば
早
め
の
対
応
が
で
き

要
望

◆
施
設
の
感
染
対
策（
保
育
園
）

　
　
　
　遅

れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
手

遅
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
手

Q洗
い
時
の
寒
さ
対
策
な
の
で
は
。

洗
い
時
の
寒
さ
対
策
な
の
で
は
。

　
　
現
地
視
察
を
い
た
だ
い

Aし
て
い
ま
す
。

　
　
　
冬
場
に
間
に
合
わ
せ

要
望保

育
園
・
小
中
学
校
関
係

◆
保
育
園
駐
車
場
整
備

　
　
保
育
園
駐
車
場
の
補
正

　
　
保
育
園
駐
車
場
の
補
正

Q

と
も
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
光
化

工
事
は
計
画
通
り
終
わ
る
の
か
。

　
　

広
域
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
計
画
し
て
い
た
３
月
ま
で
に

終
わ
る
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
訪

問
を
懸
念
さ
れ
る
方
や
、
留

守
宅
が
多
い
と
遅
れ
が
出
る
。

広
域
は
工
事
日
程
の
事
前
連

絡
を
し
て
調
整
し
た
い
と
い

う
こ
と
な
の
で
、
協
力
が
必

要
だ
。

　
　
　

な
じ
み
で
な
い
会
社

か
ら
電
話
連
絡
が
あ
る
が
、

町
内
業
者
で
あ
れ
ば
安
心
感

が
あ
る
。
委
託
を
し
て
ほ
し
い
。 　

　
林
道
改
良
事
業
は
、
ど

こ
の
林
道
か
。

　
　
6
路
線
を
予
定
し
て
お

り
、
日
向
平
、
袖
山
、
田
の

沢
、
摺
鉢
、
細
野
山
、
西
山

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
　
地
籍
調
査
の
関
係
で
国

の
補
助
が
３
０
０
万
円
減
額
と

な
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
計
画

も
含
め
て
状
況
は
。

　
　

令
和
2
年
度
の
補
助
金

は
６
０
０
万
円
で
確
定
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
当
初
予
算
は

余
裕
を
持
って
８
０
０
万
円
と

し
て
い
ま
す
。

　
　
特
別
障
が
い
者
手
当
に

つ
い
て
は
、
昨
年
度
利
用
者

は
0
名
で
あ
っ
た
が
、
周
知

度
が
低
い
の
で
は
。

　
　
在
宅
で
常
時
介
護
を
必

要
と
し
て
い
る
人
と
い
う
条

件
が
あ
り
、
施
設
入
所
や
3

ヶ
月
を
超
え
る
入
院
を
し
て

い
る
場
合
は
対
象
外
と
な
っ

て
し
ま
う
た
め
、
現
在
は
該

当
者
が
い
ま
せ
ん
。

制
度
に
つ
い
て
、毎
年「
広

報
な
ぎ
そ
」
で
掲
載
（
今
年

度
は
9
月
号
）
し
、
該
当
者

に
つ
い
て
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
な
ど
か
ら
相
談
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

◆
右
岸
道
路
川
向
工
区
開
通

　
　
梛
野
〜
川
向
間
で
は
安

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
光
化
工
事

　
　
　
　工

事
は
計
画
通
り
終
わ
る
の
か
。

工
事
は
計
画
通
り
終
わ
る
の
か
。

Q工事
は
計
画
通
り
終
わ
る
の
か
。

工
事
は
計
画
通
り
終
わ
る
の
か
。

　
　

広
域
に
確
認
し
た
と
こ

A終
わ
る
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
訪

意
見

要
だ
。

　
　
　

な
じ
み
で
な
い
会
社

要
望

農
林
水
産
事
業

　
　
林
道
改
良
事
業
は
、
ど

　
　
林
道
改
良
事
業
は
、
ど

Qこ
の
林
道
か
。

こ
の
林
道
か
。

　
　Aを

検
討
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　の補

助
が
３
０
０
万
円
減
額
と

の
補
助
が
３
０
０
万
円
減
額
と

Qも
含
め
て
状
況
は
。

も
含
め
て
状
況
は
。

　
　

令
和

A障
が
い
者
支
援

　
　
特
別
障
が
い
者
手
当
に

　
　
特
別
障
が
い
者
手
当
に

Q

度
が
低
い
の
で
は
。

度
が
低
い
の
で
は
。

　
　
在
宅
で
常
時
介
護
を
必

A道
路
管
理

◆
右
岸
道
路
川
向
工
区
開
通

　
　
梛
野
〜
川
向
間
で
は
安

　
　
梛
野
〜
川
向
間
で
は
安

Q

　
　
今
回
の
５
０
０
万
円
は

通
常
の
舗
装
を
行
う
も
の
で

路
盤
整
備
と
舗
装
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
　
　
路
盤
が
安
定
し
て
い

な
い
所
が
あ
り
、
波
打
っ
た

状
態
に
な
り
や
す
い
。

　
　
バ
ス
乗
降
場
所
か
ら
園

舎
ま
で
屋
根
が
必
要
で
は
な

い
か
。
雨
の
日
に
園
児
が
布

団
を
持
ち
運
ぶ
と
濡
れ
て
し

ま
い
、
保
育
士
も
大
変
だ
。

　
　
今
回
の
予
算
に
は
入
っ

て
い
ま
せ
ん
。
価
格
の
調
査

な
ど
も
行
っ
た
と
こ
ろ
割
と

高
額
に
な
る
こ
と
か
ら
、
事

業
費
の
関
係
を
含
め
て
今
後

検
討
し
ま
す
。

◆
行
事
の
テ
レ
ビ
放
映

　
　
保
育
園
や
小
学
校
の
諸

行
事
に
つ
い
て
、
他
町
村
は

多
く
放
映
し
て
い
る
が
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
テ
レ

ビ
放
映
に
つ
い
て
木
曽
広
域

情
報
セ
ン
タ
ー
と
小
学
校
に

相
談
を
し
ま
し
た
。

町
に
は
自
主
放
送
を
行
う

設
備
が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
、

動
画
の
持
ち
込
み
も
画
質
や

編
集
技
術
に
差
が
出
て
き
て

し
ま
う
こ
と
、
今
年
は
練
習

期
間
が
短
い
こ
と
も
あ
り
放

映
す
る
の
は
配
慮
が
必
要
と

い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

大
き
な
行
事
に
つ
い
て
は

一
定
の
予
算
を
持
ち
、
業
者

に
委
託
を
し
て
撮
影
・
編
集

を
し
た
も
の
を
放
映
す
る
こ

　
　
今
回
の
５
０
０
万
円
は

通
常
の
舗
装
を
行
う
も
の
で

Aて
い
ま
す
。

　
　
　
路
盤
が
安
定
し
て
い

意
見

状
態
に
な
り
や
す
い
。

　
　
バ
ス
乗
降
場
所
か
ら
園

　
　
バ
ス
乗
降
場
所
か
ら
園

舎
ま
で
屋
根
が
必
要
で
は
な

舎
ま
で
屋
根
が
必
要
で
は
な

Qま
い
、
保
育
士
も
大
変
だ
。

ま
い
、
保
育
士
も
大
変
だ
。

　
　
今
回
の
予
算
に
は
入
っ

A◆
行
事
の
テ
レ
ビ
放
映

　
　
　
　Q多

く
放
映
し
て
い
る
が
。

多
く
放
映
し
て
い
る
が
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
テ
レ

A

補
正
予
算
審
議
概
要

令
和
2
年
12
月
期
補
正
予
算
（
一
般
会
計
、
特
別

会
計
）
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令和2年12月期補正予算（12/18決）
一般会計補正予算　3,972万4千円を増額

総額　48億7,641万3千円に
●会計別補正予算 （単位：千円）

会　　　　　　　計 補正額 補正後の金額

一般会計 39,724 4,876,413

国民健康保険特別会計 343 345,484

簡易水道事業特別会計 14 236,407

下水道事業特別会計 △ 69 80,441

農業集落排水事業特別会計 359 75,782

浄化槽市町村整備推進事業
特別会計 2,088 116,642

後期高齢者医療特別会計 △ 1,395 81,132

●一般会計補正の主なもの （単位：千円）
事　　　業　　　名 金　　　額

国土強靭化事業 31,100

保育施設管理費
（読書保育園駐車場舗装等施設整備費など） 5,000

蘇南高校支援事業
（語学研修中止によるもの） △ 3,510

博物館一般運営費（林家住宅修理補助金） △ 4,500

議会で読書保育園の視察を行いました

議会だより
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全
祈
願
祭
な
ど
は
無
か
っ
た

よ
う
だ
が
、
今
後
も
や
ら
な

い
の
か
。

　
　
い
き
さ
つ
を
調
べ
、
必

要
か
ど
う
か
検
討
し
ま
す
。

　
　
開
通
に
伴
い
三
叉
路
と

な
っ
た
箇
所
へ
の
標
識
な
ど
、

交
通
対
策
の
検
討
を
。

　
　

県
や
総
務
課
と
も
協
議

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
除
雪
や
草
刈
り
な
ど
管

理
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　

町
道
と
い
う
扱
い
の
た

め
、
町
管
理
と
な
り
ま
す
。

除
雪
や
草
刈
り
に
つ
い
て
は
、

地
元
か
ら
の
話
も
あ
り
、
内

部
で
検
討
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
　
地
区
住
民
の
高
齢
化

な
ど
管
理
を
す
る
だ
け
で
も

大
変
だ
。
町
で
継
続
的
な
管

理
を
。

　
　
川
向
地
区
か
ら
田
立
方

面
へ
の
ル
ー
ト
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

　
　
川
向
地
区
か
ら
田
立
方

面
へ
の
ル
ー
ト
案
選
定
の
た

め
の
概
略
の
調
査
と
聞
い
て

お
り
、
踏
査
も
す
る
か
と
思

い
ま
す
。

　
　
開
通
区
間
で
の
地
域
バ

ス
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行

が
で
き
な
い
か
。

　
　
地
域
か
ら
も
要
望
が
あ

り
、
来
年
度
の
地
域
公
共
交

通
計
画
の
策
定
の
中
で
検
討

す
る
予
定
で
す
。

◆
工
事
の
安
全
対
策

　
　
国
土
強
靭
化
の
与
川
大

橋
下
流
側
の
法
面
工
事
は
、

こ
れ
か
ら
始
め
る
と
冬
場
の

工
事
と
な
る
。
通
行
止
め
な

ど
通
行
規
制
は
ど
う
な
る
か
。

　
　

期
間
や
区
間
な
ど
具
体

的
な
計
画
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
地
元
と
調
整
を
し
、
事
故

の
無
い
よ
う
検
討
を
。

　
　
　
古
川
橋
の
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
が
危
険
な
状
態
で
あ
る
。

注
意
喚
起
の
看
板
を
設
置
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事

業
費
50
万
円
の
内
訳
は
。

　
　
聖
火
リ
レ
ー
で
使
用
す

る
の
ぼ
り
旗
と
ト
ラ
ン
シ
ー

バ
ー
、
な
ぎ
そ
サ
ー
ク
ル
発

表
会
へ
の
補
助
金
で
す
。

今
年
作
成
し
た
の
ぼ
り
旗

は
、
日
付
が
入
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
た
め
作
り
直
し
と
な

り
ま
し
た
。
ト
ラ
ン
シ
ー
バ

ー
は
追
加
分
で
す
。
な
ぎ
そ

サ
ー
ク
ル
発
表
会
は
コ
ロ
ナ

禍
で
開
催
で
き
な
い
た
め
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
の
放
映

を
行
う
も
の
で
す
。

い
の
か
。

い
の
か
。

　
　
い
き
さ
つ
を
調
べ
、
必

A要
か
ど
う
か
検
討
し
ま
す
。

　
　
開
通
に
伴
い
三
叉
路
と

　
　
開
通
に
伴
い
三
叉
路
と

Q交
通
対
策
の
検
討
を
。

交
通
対
策
の
検
討
を
。

　
　

県
や
総
務
課
と
も
協
議

Aをし
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
除
雪
や
草
刈
り
な
ど
管

　
　
除
雪
や
草
刈
り
な
ど
管

Q理
は
ど
う
な
る
の
か
。

理
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　

町
道
と
い
う
扱
い
の
た

A思
い
ま
す
。

　
　
　
地
区
住
民
の
高
齢
化

要
望

理
を
。

　
　
川
向
地
区
か
ら
田
立
方

　
　
川
向
地
区
か
ら
田
立
方

Qて
い
る
か
。

て
い
る
か
。

　
　
川
向
地
区
か
ら
田
立
方

Aい
ま
す
。

　
　
開
通
区
間
で
の
地
域
バ

　
　
開
通
区
間
で
の
地
域
バ

ス
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行

ス
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行

Qが
で
き
な
い
か
。

が
で
き
な
い
か
。

　
　
地
域
か
ら
も
要
望
が
あ

A

◆
工
事
の
安
全
対
策

　
　
国
土
強
靭
化
の
与
川
大

　
　
国
土
強
靭
化
の
与
川
大

Q

ど
通
行
規
制
は
ど
う
な
る
か
。

ど
通
行
規
制
は
ど
う
な
る
か
。

　
　A的

な
計
画
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

要
望

の
無
い
よ
う
検
討
を
。

　
　
　
古
川
橋
の
ガ
ー
ド
レ

要
望生

涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

　
　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事

　
　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事

Q

　
　
聖
火
リ
レ
ー
で
使
用
す

る
の
ぼ
り
旗
と
ト
ラ
ン
シ
ー

A

右岸道路開通に伴い
三叉路の安全対策を

●
十
二
兼
国
道
19
号
歩
道
の
修
理
改
善
に
つ
い
て
の
要
望
書

　
　
　

 

北
部
地
域
振
興
協
議
会
長　
古
田　
正
一

十
二
兼
区
長　
松
尾　
義
則

　
　
　

 

採
択
・
執
行
部
送
付

趣　
旨
：
国
道
19
号
１
０
８
・
３
Ｋ
Ｐ
地
点
か
ら
北
方
面
に

向
か
っ
て
42
ｍ
に
わ
た
る
区
間
の
歩
道
幅
が
75
㎝
し
か
な
く
、

段
差
も
あ
り
電
動
カ
ー
ト
で
の
通
行
が
で
き
な
い
箇
所
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
歩
道
の
拡
幅
工
事
と
段
差
修
理
を
町
に
要
望

す
る
も
の
で
す
。

●
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
現
実
と
国
民
の
い
の
ち
と

健
康
を
守
る
た
め
の
陳
情
書

　
　
　

 

地
域
医
療
と
公
立
・
公
的
病
院
を
守
る
長
野
県
連
絡
会

長
野
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会

執
行
委
員
長　
小
林　
吟
子　
以
下
8
団
体

 

採
択
・
意
見
書
送
付

趣　
旨
：
国
民
の
い
の
ち
と
健
康
、
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、

ま
た
新
た
な
感
染
症
拡
大
や
自
然
災
害
な
ど
の
事
態
に
も
対

応
で
き
る
よ
う
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
、
公
衆
衛
生
施
策
の

拡
充
を
国
に
要
望
す
る
も
の
で
す
。

●
令
和
3
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
な
ら
び
に
法
人
町

村
民
税
（
法
人
税
割
）
の
標
準
税
率
採
用
の
要
望

　
　
　

 

一
般
社
団
法
人
木
曽
法
人
会

会
長　
大
沢　
謙
一

支
部
長　
野
原　
廣
平

税
制
委
員
長　
井
原　
正
登

 

不
採
択

趣　
旨
：
法
人
企
業
の
税
負
担
の
軽
減
を
図
る
べ
き
、
法
人

市
町
村
民
税
法
人
税
割
の
標
準
税
率
採
用
を
要
望
す
る
も
の

で
す
。

同
様
の
陳
情
は
平
成
30
年
・
令
和
元
年
に
あ
り
、
議
会
は

不
採
択
と
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

提
出
者

結　
果

提
出
者

結　
果

提
出
者

結　
果

請　
願  

・  

陳　
情

南木曽町の議会の議員及び長の選挙における選挙運動の
公費負担に関する条例の制定について解説
公職選挙法改正の施行にあわせ、新たに条例が制定されました。

■町村議会議員選挙及び町村長選挙における選挙公営の拡大
町村において条例を制定することで、選挙運動用の　①自動車の
使用　②ビラの作成　③ポスターの作成 を選挙公営の対象とする。
■町村議会議員選挙におけるビラ頒布の解禁
枚　　数：1600枚以内
種　　類：2種類
規　　格：長さ29.7cm×幅21cm（A4版）両面印刷可能
記載内容：特に制限はないが、ビラの表面に頒布責任者と印刷者の

氏名及び住所を記載
証紙の貼付：町村の選挙管理委員会が交付する証紙を貼付
■町村議会議員選挙における供託金制度の導入
15万円とする（全国一律義務化）

　　　今までの歴史を見ると、町村議会の場合は乱立することがな
かったため供託金制度が導入されなかった。現状は、乱立するどこ
ろか定数に達するのがやっとだ。ハードルが高くなり立候補する人
がいなくなるのでは。
また、供託金と公営は全くの別物であるという認識が必要だ。
　　　
賛成：供託金だけを見ると選挙立候補者が減るように感じるが、将

来的に公費の負担を考えると、負担が減るシステムではない
かと思う。

反対：供託金制度は立候補のハードルを高めるもの。より多くの人
が立候補しやすい状況になる制度ではないと感じる

意見

討論

公職選挙法の改正



 ※一般質問の質疑内容は各議員の編集によります。

◆高橋　　進 議員
リニア新幹線開業

人口増につながる方法の検討を
◆赤坂　　孝 議員

リニア発生土置場　地元の声を聞いて対応を
◆矢澤　和重 議員

子宮頸がん予防接種
しっかりとした情報発信と対応を

◆松原　崇文 議員
コロナ禍における職員体制への影響は

◆近藤　　隆 議員
高齢者の安全運転と免許証返納後のサポートを

9人の議員が一般質問
◆田中　　晃 議員

空き家の活用・危険な空き家への対応を望む
◆早川　親利 議員

新型コロナウイルス第3波、
さらなる感染拡大への対応をしっかりと

◆伊藤　寿子 議員
南木曽町の保育行政に問う

◆坂本　　満 議員
保育園の統合・集約化での課題

12月定例会

　
　
今
年
3
月
に
リ
ニ
ア
活

用
基
本
構
想
が
発
表
さ
れ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
品
川
〜
中
津

川
間
は
57
分
で
運
行
さ
れ
る

そ
う
だ
。
し
か
し
、
中
津
川

〜
南
木
曽
間
は
電
車
の
本
数

が
少
な
く
、
昼
間
夜
間
は
２

時
間
以
上
待
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
リ
ニ
ア
の
中
津
川

停
車
も
未
定
だ
。
し
た
が
っ

て
、
東
京
か
ら
南
木
曽
へ
来

る
に
は
、
現
行
と
同
じ
く
ら

い
の
3
時
間
以
上
か
か
り
そ

う
だ
。
そ
の
よ
う
な
中
で
住

民
の
生
活
や
通
学
、
観
光
客

の
誘
致
な
ど
の
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

私
と
し
て
は
、
列
車
の
増

便
も
重
要
だ
と
考
え
る
が
い

か
が
か
。

　
　
列
車
の
間
隔
が
開
い
て

い
る
の
は
承
知
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
も
町
村
会
、
交
通
網

協
議
会
、
広
域
連
合
な
ど
で

要
望
活
動
を
し
て
い
ま
す
が

良
い
回
答
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
リ
ニ
ア
開
業
に
向
け

て
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
と
中
央

線
の
接
続
、
ア
ク
セ
ス
が
良

く
な
る
よ
う
、
中
津
川
駅
で

の
乗
換
で
な
く
、
直
通
で
美

乃
坂
本
駅
ま
で
行

け
る
よ
う
要
望
を

し
て
い
ま
す
。

　
　
列
車
の
本
数

が
増
え
れ
ば
、
リ

ニ
ア
車
輌
基
地
は

も
ち
ろ
ん
、
東
濃

中
京
方
面
へ
の
通

勤
も
容
易
に
な
る
。

列
車
の
増
便
を

　
　
今
年

　
　
今
年

Q

か
が
か
。

か
が
か
。

　
　
列
車
の
間
隔
が
開
い
て

A

宅
地
開
発
を

進
め
る
べ
き
で
は

　
　
列
車
の
本
数

　
　
列
車
の
本
数

Q

町
内
に
は
遊
休
地
が
多
く
あ

り
、
民
間
の
宅
地
開
発
を
進

め
る
べ
き
だ
。
ま
た
、
そ
れ

を
推
進
す
る
た
め
に
町
道
や

簡
水
の
設
備
を
補
助
す
べ
き

で
は
。

　
　
以
前
よ
り
駅
上
の
貯
木

場
が
適
地
と
思
い
、
森
林
管

理
署
に
も
相
談
し
て
い
ま
す

が
、
代
替
地
が
見
つ
か
っ
て

い
な
い
た
め
、
交
渉
は
頓
挫

し
て
い
ま
す
。

　
　
民
間
の
人
た
ち
に
も

声
を
か
け
、
宅
地
開
発
を
進

め
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
。

リ
ニ
ア
新
幹
線
が
開
業
し
た

こ
と
に
よ
り
町
が
賑
や
か
に

な
り
、
人
口
増
に
つ
な
が
る

よ
う
な
方
法
を
検
討
す
べ
き

だ
。
列
車
の
増
便
を
始
め
と

す
る
宅
地
開
発
な
ど
は
、
こ

こ
2
、
3
年
が
勝
負
で
あ
る
。

前
向
き
に
早
急
な
検
討
を
お

願
い
す
る
。

で
は
。

で
は
。

　
　
以
前
よ
り
駅
上
の
貯
木

A　
　
　
　
要
望

リ
ニ
ア
新
幹
線
開
業

人
口
増
に
つ
な
が
る
方
法
の
検
討
を

高橋　進 議員

南木曽駅の時刻表
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公
民
館
報

議
会
だ
よ
り

広
報

議会だより



　
　
発
生
土
置
場
候
補
地
は

十
二
兼
、
長
者
畑
の
ほ
か
、

新
候
補
地
は
あ
る
の
か
。

　
　
ト
ン
ネ
ル
掘
削
は
、
発

生
土
置
場
を
確
保
し
て
か
ら

施
工
す
る
約
束
で
す
。
関
係

者
と
調
整
中
で
、
必
ず
し
も

順
調
に
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

町
は
、
候
補
地
と
Ｊ
Ｒ
と
の

調
整
役
、
指
導
監
視
役
で
す
。

地
元
の
同
意
が
必
須
で
す
が
、

要
望
の
全
て
に
応
え
ら
れ
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
妥
協

点
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、

町
も
一
緒
に
な
り
取
り
組
み

ま
す
。
候
補
地
と
し
て
は
両

候
補
地
で
、
個
別
の
候
補
地

は
非
公
表
、
Ｊ
Ｒ
は
町
内
の

複
数
ヶ
所
の
検
討
を
し
て
い

ま
す
。対
策
協
議
会
へ
は
、地

権
者
の
合
意
と
地
元
の
了
解
、

関
係
法
令
上
の
審
査
で
発
生

土
置
場
と
し
て
可
能
と
な
っ

た
段
階
で
諮
って
い
き
ま
す
。

　
　
十
二
兼
、
長
者
畑
の
候

補
地
の
調
査
状
況
は
。

　
　
町
も
関
わ
り
、
調
整
や

協
議
の
場
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
が
終

わ
り
、
盛
土
計
画
は
検
討
中

で
す
が
地
権
者
の
合
意
は
得

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ｒ
か

ら
地
権
者
へ
の
説
明
を
求
め

て
い
ま
す
。
長
者
畑
に
つ
い

て
は
、
森
林
管
理
署
と
協
議

し
、
11
月
下
旬
か
ら
調
査
の

準
備
に
入
り
ま
し
た
。

　
　
理
解
で
き
る
丁
寧
な

説
明
を
早
め
に
お
願
い
す
る
。

　
　
町
内
に
発
生
土
置
場
が

本
当
に
あ
る
と
思
う
か
。

　
　
町
内
に
は
発
生
土
置
場

が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、

１
８
０
万
㎥
の
置
場
確
保
は

難
し
い
と
思
い
ま
す
。
発
生

土
置
場
の
責
任
は
Ｊ
Ｒ
東
海

で
、
町
は
安
全
な
設
計
施
工

と
丁
寧
に
分
か
り
や
す
い
説

明
と
恒
久
的
な
管
理
を
求
め
、

状
況
に
応
じ
て
文
書
で
確
認

し
、
安
全
を
担
保
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
　
町
外
・
県
外
で
発
生
土

が
欲
し
い
場
所
が
あ
る
と
思

う
が
、
情
報
収
集
を
し
て
い

る
か
。

　
　
町
で
は
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
県
が
中
心
に
な
り
県
内

候
補
地
に
つ
い
て

　
　
発
生
土
置
場
候
補
地
は

　
　
発
生
土
置
場
候
補
地
は

Q新
候
補
地
は
あ
る
の
か
。

新
候
補
地
は
あ
る
の
か
。

　
　
ト
ン
ネ
ル
掘
削
は
、
発

Aた
段
階
で
諮
って
い
き
ま
す
。

　
　
十
二
兼
、
長
者
畑
の
候

　
　
十
二
兼
、
長
者
畑
の
候

Q補
地
の
調
査
状
況
は
。

補
地
の
調
査
状
況
は
。

　
　
町
も
関
わ
り
、
調
整
や

A

準
備
に
入
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
要
望

説
明
を
早
め
に
お
願
い
す
る
。

説
明
を
早
め
に
お
願
い
す
る
。

　
　
町
内
に
発
生
土
置
場
が

　
　
町
内
に
発
生
土
置
場
が

Q本
当
に
あ
る
と
思
う
か
。

本
当
に
あ
る
と
思
う
か
。

　
　
町
内
に
は
発
生
土
置
場

A思
い
ま
す
。

　
　
町
外
・
県
外
で
発
生
土

　
　
町
外
・
県
外
で
発
生
土

Qる
か
。

る
か
。

　
　
町
で
は
し
て
い
ま
せ
ん

A

　
　
今
、
日
本
で
は
約
１
万

１
０
０
０
人
の
女
性
が
か
か

る
病
気
で
、
さ
ら
に
毎
年
約

２
８
０
０
人
の
女
性
が
亡
く

な
っ
て
い
る
。
20
歳
代
か
ら

患
者
が
増
え
始
め
、
30
歳
代

ま
で
に
が
ん
の
治
療
で
子
宮

を
失
っ
て
し
ま
う
人
も
毎
年

約
１
２
０
０
人
い
る
。
少
子

高
齢
化
の
中
で
多
く
の
若
い

女
性
が
亡
く
な
っ
て
い
る
の

は
と
て
も
大
き
い
問
題
だ
。

子
宮
頸
が
ん
は
、
が
ん
の

中
で
も
ワ
ク
チ
ン
を
打
て
ば
予

防
で
き
る
数
少
な
い
が
ん
だ

が
、
町
で
積
極
的
に
接
種
を

お
勧
め
し
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種

に
つ
い
て
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
効
果
も
あ
り
ま
す
が
、
副

反
応
の
リ
ス
ク
も
あ
り
、
厚

生
労
働
省
が
平
成
25
年
に

「
積
極
的
接
種
を
勧
奨
し
な

い
」
勧
告
を
し
ま
し
た
。
今

年
に
入
って
厚
生
労
働
省
の
勧

告
が
一
部
改
正
さ
れ
、
基
本

的
に
積
極
的
な
勧
奨
を
行
わ

な
い
部
分
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
、

安
全
性
を
十
分
説
明
し
た
う

え
で
、
対
象
者
が
接
種
を
希

望
し
た
場
合
は
、
相
談
の
上
、

接
種
を
す
る
方
向
に
改
正
さ

れ
て
き
て
い
ま
す
。
町
で
は
、

11
月
に
小
学
校
6
年
生
か
ら

高
校
1
年
生
ま
で
の
保
護
者

宛
て
に
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま

し
た
。
町
と
し
て
は
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
良
い
悪
い
と
判
断
で

き
る
機
関
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
厚
生
労
働
省
の
勧
告
に

基
づ
き
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
　
町
は
し
っ
か
り
通
知
を

し
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
も
出
し
て

情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
何

も
し
な
い
市
町
村
が
多
い
の

で
評
価
で
き
る
が
、
し
っ
か
り

相
談
窓
口
を
行
っ
て
い
る
か
。

　
　

保
健
師
が
個
々
に
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
送
付
後
、

何
件
か
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
　
副
反
応
が
あ
っ
た
場
合

子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種
（
ヒ

ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
予
防
接
種
）
の
現
状

　
　
今
、
日
本
で
は
約
１
万

　
　
今
、
日
本
で
は
約
１
万

Qお
勧
め
し
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

お
勧
め
し
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　
　A

町
の
相
談
窓
口
や
対
応
は

　
　
　
　Q相

談
窓
口
を
行
っ
て
い
る
か
。

相
談
窓
口
を
行
っ
て
い
る
か
。

　
　A何

件
か
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　Q

の
情
報
収
集
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
町
か
ら
県
や
Ｊ
Ｒ
に

情
報
を
出
し
て
欲
し
い
。

　
　
リ
ス
ク
軽
減
や
今
後
何

か
あ
っ
た
場
合
の
補
償
に
つ

い
て
、
確
約
が
取
れ
て
い
る

か
。

　
　
計
画
内
で
地
権
者
に
と

っ
て
不
利
益
が
生
じ
る
場
合

は
、
決
ま
り
に
基
づ
き
補
償

さ
れ
ま
す
。
町
は
Ｊ
Ｒ
に
対

し
意
見
を
上
げ
ま
す
。

　
　
町
が
中
に
入
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
要
望
す
る
。

　
　
地
元
住
民
の
声
が
反
映

さ
れ
て
い
る
の
か
。
直
接
、

声
を
聞
く
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
。

　
　
対
策
協
議
会
、
住
民
懇

談
会
な
ど
の
中
で
聴
い
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
町
長
と
語
る
会
、
老

人
会
会
議
な
ど
の
中
で
も
生

の
声
を
聞
い
て
ほ
し
い
。

の
情
報
収
集
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
要
望補

償
な
ど
に
つ
い
て

　
　
リ
ス
ク
軽
減
や
今
後
何

　
　
リ
ス
ク
軽
減
や
今
後
何

Qか
。
か
。

　
　
計
画
内
で
地
権
者
に
と

Aし
意
見
を
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
要
望住

民
の
声
を
聞
く
よ
う
に

　
　
地
元
住
民
の
声
が
反
映

　
　
地
元
住
民
の
声
が
反
映

Qう
が
。

う
が
。

　
　
対
策
協
議
会
、
住
民
懇

Aき
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
要
望

は
、ど
こ
が
補
償
を
す
る
の
か
。

　
　
町
と
県
と
国
で
協
議
し
、

国
の
審
査
会
で
因
果
関
係
の

審
査
を
し
て
予
防
接
種
法
に

基
づ
き
補
償
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
　
高
校
１
年
生
ま
で
は
無

料
で
接
種
を
受
け
ら
れ
る
が
、

そ
れ
以
降
も
希
望
者
は
町
費

で
打
て
る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

　
　

現
時
点
で
は
、
厚
生
労

働
省
が
積
極
的
接
種
を
勧
奨

し
な
い
の
で
、
町
費
に
よ
る
接

種
の
議
論
も
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
、
研
究
が
進
ん
で
ワ
ク
チ

ン
の
安
全
性
が
上
が
れ
ば
変
わ

って
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
子
宮
頸
が
ん
予
防
接

種
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
二
価
と
四

価
だ
。
世
界
で
は
九
価
の
ワ

ク
チ
ン
で
九
割
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
を
予

防
で
き
て
お
り
、
今
年
７
月

に
日
本
で
承
認
さ
れ
た
。
国

が
九
価
を
予
防
接
種
と
し
た

ら
速
や
か
に
移
行
し
て
欲
し

い
。
ま
た
、
正
し
い
最
新
の

情
報
を
町
か
ら
発
信
を
し
て
、

し
っ
か
り
と
相
談
を
受
け
、
対

応
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

は
、ど
こ
が
補
償
を
す
る
の
か
。

は
、ど
こ
が
補
償
を
す
る
の
か
。

　
　A基

づ
き
補
償
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　Qで

打
て
る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

で
打
て
る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

　
　Aって

く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
要
望

リ
ニ
ア
発
生
土
置
場 

地
元
の
声
を
聞
い
て
対
応
を

子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種

し
っ
か
り
と
し
た
情
報
発
信
と
対
応
を

赤坂　孝 議員

矢澤　和重 議員
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職
員
に
対
す
る
負
担
は

増
え
た
の
か
。

　
　
通
常
と
は
違
う
業
務
が

増
え
、
手
探
り
の
こ
と
が
多

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
う

い
っ
た
面
か
ら
も
負
担
は
増

え
た
と
考
え
ま
す
。

　
　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

に
つ
い
て
、
職
員
が
行
っ
て

き
た
こ
と
は
。

　
　
専
属
の
職
員
を
配
置
し

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

各
課
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
き

ま
し
た
。

　
　
業
務
以
外
で
の
制
約
は

あ
る
の
か
。

　
　

三
密
の
回
避
、
検
温
、

手
洗
い
消
毒
な
ど
、
住
民
に

発
信
し
た
こ
と
以
上
の
制
約

は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
　
フ
レ
ッ
ク
ス
勤
務
は
い

つ
ま
で
行
う
の
か
。

　
　
は
じ
め
は
コ
ロ
ナ
対
策

で
あ
り
ま
し
た
が
、
働
き
方

改
革
の
た
め
に
も
有
効
で
あ

る
の
で
、
今
後
も
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　
勤
務
時
間
の
管
理
は
し

っ
か
り
行
わ
れ
て
い
る
か
。

　
　

各
課
１
週
間
単
位
で
、

調
整
を
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
業
務
が
増
え
た
課
と
減

っ
た
課
は
あ
っ
た
の
か
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

職
員
体
制
に
つ
い
て

　
　
職
員
に
対
す
る
負
担
は

　
　
職
員
に
対
す
る
負
担
は

Q増
え
た
の
か
。

増
え
た
の
か
。

　
　
通
常
と
は
違
う
業
務
が

A
　
　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

　
　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

Qき
た
こ
と
は
。

き
た
こ
と
は
。

　
　
専
属
の
職
員
を
配
置
し

A
　
　
業
務
以
外
で
の
制
約
は

　
　
業
務
以
外
で
の
制
約
は

Q

　
　

三
密
の
回
避
、
検
温
、

A
　
　
フ
レ
ッ
ク
ス
勤
務
は
い

　
　
フ
レ
ッ
ク
ス
勤
務
は
い

Qつ
ま
で
行
う
の
か
。

つ
ま
で
行
う
の
か
。

　
　
は
じ
め
は
コ
ロ
ナ
対
策

A
　
　
勤
務
時
間
の
管
理
は
し

　
　
勤
務
時
間
の
管
理
は
し

Qっ
か
り
行
わ
れ
て
い
る
か
。

っ
か
り
行
わ
れ
て
い
る
か
。

　
　

各
課
１
週
間
単
位
で
、

A
　
　
業
務
が
増
え
た
課
と
減

　
　
業
務
が
増
え
た
課
と
減

Q

　
　
近
年
、
高
齢
者
ド
ラ
イ

バ
ー
の
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー

キ
の
踏
み
間
違
い
に
よ
る
事

故
の
報
道
と
免
許
証
返
納
の

問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
町
で
は
、
安
全
運
転
サ

ポ
ー
ト
車
購
入
や
踏
み
間
違

い
で
加
速
度
を
抑
制
す
る
装

置
を
付
け
た
場
合
に
補
助
を

し
て
い
る
が
、
そ
の
実
績
は
。

　
　

令
和
元
年
度
は
18
件
、

令
和
2
年
度
は
15
件
で
す
。

　
　
南
木
曽
町
の
自
動
車
運

転
免
許
証
返
納
者
数
の
実
績

を
伺
う
。

　
　
左
の
表
の
と
お
り
で
す
。 　

　
年
平
均
15
人
以
上
の
方

が
返
納
さ
れ
て
い
る
。
返
納

時
に
交
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
運
転
経
歴
証
明
書
は
、

ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
。

　
　
身
分
証
明
、
町
の
商
品

券
と
タ
ク
シ
ー
料
金
の
割
引

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
　
タ
ク
シ
ー
料
金
の
割

引
に
つ
い
て
知
ら
な
い
方
も

い
る
。
住
民
へ
の
周
知
を
お

願
い
す
る
。

　
　
南
木
曽
町
の
よ
う
な
山

間
地
で
は
車
は
生
活
必
需
品

で
返
納
は
一
大
事
だ
。
そ
こ

で
タ
ク
シ
ー
料
金
割
引
の
上

乗
せ
補
助
は
で

き
な
い
か
。

　
　
す
ぐ
に
は

で
き
ま
せ
ん
が
、

社
協
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
輸
送
が

始
ま
っ
て
い
る

の
で
、
地
域
バ

免
許
証
返
納
へ
の
取
組
み

状
況
は

　
　
近
年
、
高
齢
者
ド
ラ
イ

　
　
近
年
、
高
齢
者
ド
ラ
イ

Qし
て
い
る
が
、
そ
の
実
績
は
。

し
て
い
る
が
、
そ
の
実
績
は
。

　
　

令
和
元
年
度
は

A
　
　
南
木
曽
町
の
自
動
車
運

　
　
南
木
曽
町
の
自
動
車
運

Qを
伺
う
。

を
伺
う
。

　
　
左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

A

　
　
年
平
均

　
　
年
平
均

Qど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
。

ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
。

　
　
身
分
証
明
、
町
の
商
品

A　
　
　
　
要
望免

許
証
返
納
後
の
サ
ポ
ー

ト
を
ど
う
す
る
か

　
　
南
木
曽
町
の
よ
う
な
山

　
　
南
木
曽
町
の
よ
う
な
山

Q

き
な
い
か
。

き
な
い
か
。

　
　
す
ぐ
に
は

A

　
　
大
き
な
差
は
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
多
少
は
あ

り
ま
し
た
。

　
　
職
員
が
課
を
越
え
て
兼

務
な
ど
応
援
す
る
こ
と
は
行

っ
た
の
か
。

　
　
課
を
越
え
て
の
兼
務
は

な
か
な
か
難
し
い
で
す
が
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

課
の
再
編
が
必
要
で
は
な
い

か
。

　
　
今
の
段
階
で
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
。

　
　
大
き
な
差
は
な
か
っ
た

A
　
　
職
員
が
課
を
越
え
て
兼

　
　
職
員
が
課
を
越
え
て
兼

Qっ
た
の
か
。

っ
た
の
か
。

　
　
課
を
越
え
て
の
兼
務
は

A
　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

Qか
。
か
。

　
　
今
の
段
階
で
は
考
え
て

A

ス
な
ど
と
組
み
合
わ
せ
て
検

討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
運
転
を
や
め
た
こ
と
で

外
出
が
減
り
、
そ
れ
が
認
知

症
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
高
齢

者
が
な
る
べ
く
外
へ
出
ら
れ

る
よ
う
に
、
シ
ニ
ア
カ
ー
の

レ
ン
タ
ル
な
ど
に
よ
る
支
援

制
度
は
で
き
な
い
か
。

　
　
安
全
面
な
ど
も
考
慮
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

調
査
研
究
し
て
検
討
し
ま
す
。

　
　
現
在
町
で
実
施
し
て

い
る
健
康
教
室
な
ど
の
充
実

を
図
り
で
き
る
だ
け
運
転
寿

命
を
延
ば
す
こ
と
も
大
事
で

あ
る
。
そ
し
て
、
免
許
返
納

後
の
利
便
性
と
健
康
を
保
て

る
環
境
整
備
と
今
後
増
え
る

と
思
わ
れ
る
シ
ニ
ア
カ
ー
が

安
心
し
て
移
動
で
き
る
よ
う

な
道
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り

が
必
要
だ
。
そ
れ
が
「
住
ん

で
良
か
っ
た
南
木
曽
町
」
に

つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
う
。

　
　
運
転
を
や
め
た
こ
と
で

　
　
運
転
を
や
め
た
こ
と
で

Q制
度
は
で
き
な
い
か
。

制
度
は
で
き
な
い
か
。

　
　
安
全
面
な
ど
も
考
慮
す

A　
　
　
　
意
見

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
職
員
体
制
へ
の
影
響
は

高
齢
者
の
安
全
運
転
と

免
許
証
返
納
後
の
サ
ポ
ー
ト
を

松原　崇文 議員

近藤　隆 議員

役場１階ロビーに設置された
非接触式検温器

南木曽町の
運転免許証返納者数

年　度 人　数

平成29 11

平成30 15

令和元 21

令和２ 15

合　計 62
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先
日
開
催
さ
れ
た
空
き

家
対
策
協
議
会
で
、
移
住
体

験
住
宅
の
整
備
事
業
が
示
さ

れ
た
。
こ
の
事
業
の
内
容
は
。

　
　
移
住
体
験
住
宅
は
、
令

和
3
年
度
の
空
き
家
活
用
事

業
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

移
住
希
望
者
に
移
住
体
験
し

て
も
ら
い
、
移
住
促
進
を
図

る
た
め
に
設
置
す
る
も
の
で
す
。

　
　
移
住
体
験
住
宅
を
促

進
す
る
こ
と
は
良
い
試
み
だ
と

思
う
。
し
か
し
、
よ
ほ
ど
他

地
域
と
差
別
化
し
、
町
の
良

さ
を
強
調
し
な
い
と
移
住
者
に

選
択
し
て
も
ら
え
な
い
。
町
も

良
く
研
究
し
、
制
度
の
組
み

立
て
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

移
住
者
獲
得
の
成
功
例
で
あ

る
高
知
県
梼
原
町
を
紹
介
し
、

提
案
と
す
る
。
梼
原
町
と
同

じ
こ
と
を
す
る
必
要
は
な
い
が
、

そ
の
他
の
事
例
も
研
究
し
参

考
と
し
て
欲
し
い
。

　
　
現
在
３
７
０
軒
ほ
ど
あ

る
空
き
家
の
内
、
廃
屋
も
し

く
は
危
険
家
屋
に
指
定
さ
れ

た
空
き
家
が
24
軒
、
要
注
意

に
指
定
さ
れ
た
空
き
家
が
48

軒
あ
る
が
、
町
の
対
応
を
伺

い
た
い
。

　
　
平
成
27
年
度
に
改
正
し

た
特
措
法
に
基
づ
き
町
の
条

例
で
は
、
著
し
く
危
険
の
あ

る
空
き
家
を「
特
定
空
き
家
」

南
木
曽
町
移
住
体
験
住
宅

整
備
事
業
の
内
容
は

　
　
先
日
開
催
さ
れ
た
空
き

　
　
先
日
開
催
さ
れ
た
空
き

Qれ
た
。
こ
の
事
業
の
内
容
は
。

れ
た
。
こ
の
事
業
の
内
容
は
。

　
　Aる

た
め
に
設
置
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
提
案

住
民
に
有
害
と
な
っ
て
い

る
空
き
家
へ
の
対
応
を

　
　
現
在
３
７
０
軒
ほ
ど
あ

　
　
現
在
３
７
０
軒
ほ
ど
あ

Qい
た
い
。

い
た
い
。

　
　
平
成

A

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
、
秋
か
ら
冬
に
向

け
て
第
3
波
に
よ
る
感
染
者

が
増
え
て
い
る
。
特
に
東
京
、

北
海
道
、
大
阪
、
愛
知
で
は

非
常
に
増
え
て
、
医
療
危
機

や
医
療
崩
壊
も
示
唆
さ
れ
て

い
る
。
先
日
は
、
町
で
も
1

名
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
。

今
後
、
町
で
も
年
末
か
ら
お

正
月
に
か
け
て
人
々
の
移
動

が
多
く
な
り
感
染
者
が
出
る

可
能
性
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら

開
催
さ
れ
る
成
人
式
、
消
防

団
出
初
式
、
公
民
館
大
会
、

卒
園
式
、
小
中
学
校
の
卒
業

式
な
ど
の
諸
行
事
の
対
策
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
成
人
式
に
つ
い
て
は
1

月
9
日
に
予
定
し
て
お
り
、

出
席
者
全
員
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
受
け
て
も
ら
い
ま
す
。
検

査
料
は
町
が
負
担
し
ま
す
。

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
参

加
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

消
防
団
出
初
式
に
つ
い
て

は
、
来
賓
の
数
を
減
ら
し
、

祝
賀
会
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

市
中
行
進
は
実
施
す
る
予
定

で
す
。

公
民
館
大
会
、
卒
園
式
、

小
中
学
校
の
卒
業
式
な
ど
は
、

先
の
行
事
で
す
の
で
、
そ
の

時
の
状
況
に
よ
り
対
策
を
行

い
ま
す
。

　
　
消
防
団
出
初
式
に
つ

い
て
は
、
来
賓
の
数
を
減
ら

す
対
策
を
取
ら
れ
る
よ
う
だ

が
、
来
賓
ば
か
り
で
は
な
く

団
員
も
少
し
減
ら
し
て
ク
ラ

ス
タ
ー
対
策
を
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

各
地
区
で
は
、
年
末
か
ら

新
年
に
か
け
て
人
々
が
集
ま

る
色
々
な
行
事
が
予
定
さ
れ

て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
対
策
を

し
っ
か
り
取
っ
て
も
ら
う
よ

う
、
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

㊟
成
人
式
は
延
期
、出
初
式・

公
民
館
大
会
は
中
止
と
な

っ
て
い
ま
す
。

第
3
波
へ
の
対
策
は

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

Qど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
成
人
式
に
つ
い
て
は

A

　
　
　
　
意
見

そ
れ
に
準
ず
る
空
き
家
を

「
準
特
定
空
き
家
」
と
指
定

し
て
い
ま
す
。
現
在
ま
で
に

除
去
が
3
軒
、
一
部
改
善
が

2
軒
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
5
軒
の
準
特
定
空
き
家

が
あ
り
、
そ
の
内
特
に
危
険

の
あ
る
準
特
定
空
き
家
２
軒

を
特
定
空
き
家
に
指
定
し
、

法
律
に
基
づ
き
必
要
な
対
策

を
取
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
空
き
家
は
こ
れ
か
ら
も

増
加
す
る
。
町
も
大
変
な
仕

事
だ
が
専
任
者
を
置
い
て
対

応
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
現
在
空
き
家
対
応
の
職

員
は
2
名
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍

の
中
空
き
家
に
対
す
る
問
い

合
わ
せ
も
増
加
し
て
お
り
、

増
員
し
た
い
所
で
は
あ
る
が

現
実
的
に
は
難
し
い
。

　
　
町
や
住
民
、
民
間
事

業
者
が
一
体
と
な
っ
て
空
き

家
対
策
に
取
り
組
み
、
空
き

家
の
活
用
や
危
険
家
屋
の
除

去
が
進
む
よ
う
町
長
が
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
迅
速

な
る
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

を
取
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
空
き
家
は
こ
れ
か
ら
も

　
　
空
き
家
は
こ
れ
か
ら
も

Q応
す
る
考
え
は
な
い
か
。

応
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
現
在
空
き
家
対
応
の
職

A現
実
的
に
は
難
し
い
。

　
　
　
　
意
見

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
検
査
は
、
木
曽
病
院
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
抗

原
検
査
は
1
万
円
、
遺
伝
子

法
検
査
は
2
万
円
か
か
る
。

こ
の
検
査
費
用
に
補
助
は
で

き
な
い
の
か
。

　
　
木
曽
病
院
で
は
10
月
か

ら
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

検
査
費
用
の
補
助
に
つ
い
て

は
、
現
在
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

近
隣
町
村
の
状
況
を
み
て
検

討
し
ま
す
。

　
　
こ
の
検
査
を
中
津
川
市

民
病
院
で
受
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。

　
　
現
在
、
市
民
病
院
で
は

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

木
曽
病
院
で
は
、
長
野
県
に

住
所
が
あ
る
人
の
み
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

※
希
望
者
は
事
前
に
確
認
を
。

検
査
費
用
の
補
助
は

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

Qき
な
い
の
か
。

き
な
い
の
か
。

　
　
木
曽
病
院
で
は

A討
し
ま
す
。

　
　
こ
の
検
査
を
中
津
川
市

　
　
こ
の
検
査
を
中
津
川
市

Qき
な
い
か
。

き
な
い
か
。

　
　
現
在
、
市
民
病
院
で
は

A

空
き
家
の
活
用・危
険
な
空
き
家
へ
の
対
応
を
望
む

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
第
3
波
、

さ
ら
な
る
感
染
拡
大
へ
の
対
策
を
し
っ
か
り
と
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保
育
園
統
合
問
題
の
経

緯
を
、
最
初
か
ら
説
明
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
　
平
成
15
年
度
か
ら
の
自

立
協
議
を
踏
ま
え
、
16
年
3

月
に
保
育
所
審
議
会
か
ら

「
保
育
園
の
統
合
は
や
む
を

得
な
い
」
と
の
答
申
を
受
け

て
い
ま
す
。
平
成
19
年
10
月

の
答
申
で
は
、
妻
籠
保
育
園

の
部
分
統
合
が
示
さ
れ
翌
20

年
4
月
に
読
書
保
育
園
へ
統

合
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
22
年
に
は
読
書
保
育

園
の
老
朽
化
に
伴
う
改
修
に

つ
い
て
審
議
会
か
ら
は
、
3

園
を
統
合
し
て
新
園
舎
を
造

る
事
、
そ
の
際
に
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
を
併
設
す
る
事

が
明
記
さ
れ
た
答
申
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
23
年
に

東
日
本
大
震
災
が
あ
り
、
安

全
対
策
と
し
て
耐
震
改
修
工

事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
の
急
速
な

少
子
化
を
受
け
て
保
育
園
の

あ
り
方
を
審
議
会
に
諮
問
す

る
こ
と
と
な
り
、「
一
園
統

合
が
望
ま
し
い
」
と
の
答
申

が
あ
り
、
今
回
の
提
案
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
　
審
議
会
の
答
申
、
町
の

統
合
へ
の
動
き
を
受
け
て
妻

籠
保
育
園
は
統
合
に
踏
み
切

っ
た
。
結
果
3
園
は
残
り
、

後
の
耐
震
改
修
工
事
に
4
億

円
近
い
お
金
を
か
け
る
事
と

な
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
経

緯
に
つ
い
て
の
検
証
は
あ
っ

た
か
。
ま
た
少
子
化
と
言
う

が
、
子
ど
も
を
増
や
す
取
り

組
み
を
町
は
し
て
き
た
か
。

　
　
統
合
保
育
園
々
舎
の
適

地
選
定
の
難
航
や
東
日
本
大

震
災
の
影
響
も
あ
る
中
で
町

は
子
育
て
支
援
や
定
住
化
施

策
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
園

児
数
も
一
定
数
を
維
持
し
て

き
た
と
思
い
ま
す
し
、
妻
籠

保
育
園
の
部
分
統
合
に
つ
い

て
も
、
保
護
者
同
士
の
交
流

も
生
ま
れ
一
定
の
効
果
は
あ

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

町
が
自
立
し
て
か
ら
の
経

緯
は

　
　
保
育
園
統
合
問
題
の
経

　
　
保
育
園
統
合
問
題
の
経

Qい
た
だ
き
た
い
。

い
た
だ
き
た
い
。

　
　
平
成

A

こ
れ
ま
で
の
検
証
は

　
　
審
議
会
の
答
申
、
町
の

　
　
審
議
会
の
答
申
、
町
の

Q組
み
を
町
は
し
て
き
た
か
。

組
み
を
町
は
し
て
き
た
か
。

　
　
統
合
保
育
園
々
舎
の
適

A

　
　
現
在
の
保
育
園
を
必
要

と
す
る
人
た
ち
が
い
れ
ば
、

そ
の
保
育
園
は
存
続
し
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
か
。
少
人

数
で
も
子
ど
も
が
発
達
で
き

る
保
育
環
境
は
で
き
る
。

全
国
に
は
、
1
〜
5
歳
ま

で
の
集
団
的
な
混
合
保
育
や

複
数
園
の
交
流
保
育
の
例
も

あ
る
。
少
人
数
の
場
合
に
は
、

保
育
士
の
十
分
な
配
置
が
大

事
だ
。

　
　
こ
の
1
年
間
、
保
護
者

の
思
い
、
3
歳
以
上
児
の
集

団
化
の
声
な
ど
が
大
き
く
な

っ
て
伝
わ
っ
て
き
た
感
が
あ

り
ま
す
。
一
方
で
少
人
数
保

育
や
、
3
園
が
ど
う
し
て
も

必
要
と
い
う
声
は
、
そ
れ
ほ

ど
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
の

が
正
直
な
感
想
で
す
。

少
人
数
保
育
で
も
子
ど
も

を
育
て
る
と
い
う
思
い
や
意

見
に
期
待
し
た
一
面
も
あ
り

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
少

人
数
保
育
へ
の
理
解
、
期
待

は
、
今
は
限
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
と
受
け
止
め
ざ
る
を
得

な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
　
通
園
は
混
合
乗
車
で
な

く
専
用
の
通
園
バ
ス
な
ど
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
安
全
確
保
の
た
め
の
専

用
通
園
バ
ス
な
ど
も
、
今
後

は
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　
対
象
園
児
が
町
内
全
体

に
広
が
る
こ
と
で
、
想
定
さ

れ
る
災
害
へ
の
備
え
は
よ
り

厳
し
い
条
件
と
な
る
。
集
約

時
に
は
、
少
な
く
と
も
小
中

学
校
の
よ
う
に
垂
直
避
難
で

き
る
施
設
が
い
る
。

　
　
梨
子
沢
は
今
回
の
整
備

に
よ
っ
て
安
全
度
が
高
ま
っ

て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

避
難
体
制
は
、
新
し
い
体
制

の
な
か
で
避
難
経
路
を
含
め

検
討
が
必
要
で
、
垂
直
避
難

に
つ
い
て
も
検
討
の
必
要
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

少
人
数
で
も
育
て
ら
れ
る

保
育
環
境
の
検
討
を

　
　
現
在
の
保
育
園
を
必
要

　
　
現
在
の
保
育
園
を
必
要

Q事
だ
。

事
だ
。

　
　
こ
の

A

通
園
の
安
全
に
は
専
用
の

通
園
バ
ス
を

　
　
通
園
は
混
合
乗
車
で
な

　
　
通
園
は
混
合
乗
車
で
な

Q必
要
で
は
な
い
か
。

必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
安
全
確
保
の
た
め
の
専

A災
害
対
応
へ
の
懸
念
と

垂
直
避
難
施
設
の
設
置

　
　
対
象
園
児
が
町
内
全
体

　
　
対
象
園
児
が
町
内
全
体

Qき
る
施
設
が
い
る
。

き
る
施
設
が
い
る
。

　
　
梨
子
沢
は
今
回
の
整
備

A

　
　
今
回
の
統
合
問
題
を
認

定
こ
ど
も
園
と
同
時
に
進
め

た
こ
と
に
よ
り
保
護
者
の
混

乱
を
招
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　
　
分
か
り
に
く
い
部
分
は

確
か
に
あ
っ
た
か
と
思
い
ま

す
が
、
保
育
の
課
題
、
幼
児

教
育
な
ど
様
々
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
、
今
回
、

同
時
進
行
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
未
満
児
保
育
、
通
園

バ
ス
、
新
園
舎
の
適
地
に
つ

い
て
も
今
後
準
備
会
で
検
討

さ
れ
る
と
思
う
が
、
第
一
に

子
ど
も
の
安
全
を
考
え
、
保

護
者
へ
の
十
分
な
説
明
を
お

願
い
し
た
い
。

認
定
こ
ど
も
園
と
の
同
時

進
行
は

　
　
今
回
の
統
合
問
題
を
認

　
　
今
回
の
統
合
問
題
を
認

Q乱
を
招
い
た
の
で
は
な
い
か
。

乱
を
招
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　
　
分
か
り
に
く
い
部
分
は

A同
時
進
行
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
意
見

　
　
未
満
児
も
含
み
、
保
育

が
子
ど
も
の
全
面
的
な
発
達

に
欠
か
せ
な
い
と
い
う
社
会

的
認
識
が
広
が
っ
た
中
で
の

統
合
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

令
和
4
年
4
月
の
集
約
化
は

全
く
動
か
せ
な
い
時
期
な
の

か
。

　
　
未
満
児
保
育
の
ニ
ー
ズ

が
高
ま
っ
て
い
る
時
代
と
な

る
な
か
で
、
未
満
児
保
育
に

対
応
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ

に
通
わ
な
い
子
ど
も
た
ち
も

こ
ど
も
園
で
一
元
化
し
た
お

や
こ
の
ひ
ろ
ば
等
で
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

集
約
化
の
時
期
に
つ
い
て

は
、
預
か
っ
て
欲
し
い
、
集

団
化
し
て
欲
し
い
と
い
う
切

実
な
声
に
応
え
な
が
ら
必
要

な
見
直
し
を
し
、
理
想
的
な

保
育
、
幼
児
教
育
を
見
い
だ

せ
た
ら
と
考
え
な
が
ら
、
予

定
通
り
進
め
て
い
き
ま
す
。

保
育
の
社
会
的
認
識
の
変

化
、そ
の
な
か
で
の
総
意
へ

　
　
未
満
児
も
含
み
、
保
育

　
　
未
満
児
も
含
み
、
保
育

Qか
。
か
。

　
　
未
満
児
保
育
の
ニ
ー
ズ

A

南
木
曽
町
の
保
育
行
政
に
問
う

保
育
園
の
統
合・集
約
化
で
の
課
題

伊藤　寿子 議員

坂本　満 議員

令和元年の
読書保育園運動会の様子
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11月定例会の主な内容は次のとおり。
●令和元年度一般会計歳入歳出決算認定

歳入合計47億4227万円（前年度比
137万円減）、歳出合計45億2426万円（前
年度比1億6536万円減）で、実質収支
は2億1801万円の黒字決算になってい
ます。
●令和2年度一般会計補正予算（第1号）

1億9000万円を追加し総額48億2000
万円となりました。

　　職員のPCR検査の予定は。
　　今のところありませんが、施設内へ
ウイルスを持ち込まない徹底した予防対
策を行っています。

◆第五次基本計画の見直し
◆通所介護施設の貸与
◆施設入所定員の見直し
　　　　　 　
令和3年　80名→70名（10名減）
70名の内訳：長期62名、短期8名
◆令和3年度－5年度実施計画の策定

コロナ関連質疑
Q
A

全員協議会

あすなろ荘

11月30日開催の令和2年度第4回定例会の
主な内容は次のとおり。

●職員定数条例の一部改正
消防職員の緊急出動体制確保のために消防職員定数を

66人から72人に改正しました。
●人事院勧告に基づく期末手当の改正3件
・木曽広域連合職員の給与に関する条例の一部改正
・一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正
・木曽広域連合副管理者の給与及び旅費に関する条例の一

部改正
●令和2年度一般会計補正予算（第3号）

1837万7千円を追加し総額47億8025万5千円となりました。
●令和2年度介護保険特別会計補正予算（第3号）

438万9千円を追加し総額44億5558万7千円となりました。

◆気候非常事態に関する決議（案）
温室効果ガスの「排出量縮減」を目指す運動を木曽広域

連合として推進しようというものです。
◆第8期介護保険事業計画（案）

令和3～5年度の事業計画で、介護認定者数の見込みや
介護保険料の改定案が示されています。
◆木曽文化公園あり方検討会報告

文化公園施設の改修および維持修繕の方針案提示。

全員協議会

国有林対策特別委員会を
11月10日に行いました。今
年の現地視察は岩倉沢上流の
タルガ沢と柿其川の二又沢で
行われている治山工事2箇所
でした。ともに急峻な場所で
あり、大変難しい工事箇所で
ありましたが、下流の住民に
安心感を与える重要な工事で
あると感じました。

そのあと役場において意見
交換を行いました。コロナウ
イルス対策を行いながらでし
たが、時間が足りないほどの
意見交換となりました。

この場を借りまして今回の
委員会のために準備をしてい
ただいた森林管理署南木曽支
署の皆様に感謝申し上げま
す。
（文責：松原　崇文 委員長）

11月26日、国道256号改良促進特別委員会と経済観光常任委員会
が合同で木曽建設事務所と現地視察・意見交換会を開催しました。
国道256号改良促進特別委員会の報告
・国道256号幸助地籍の法面崩落による災害箇所と梨の木橋付近の漆

畑拡幅の事業説明と現地の確認をしました。
経済観光常任委員会の報告
・主要地方道中津川南木曽線下り谷地籍の改良工事箇所の現地視察。

今後、馬籠スマートインター開通により馬籠・妻籠間を結ぶ重要ルー
トになる路線です。

・主要地方道中津川田立線の大滝川橋梁下部工の工事箇所視察。将来
的には木曽川右岸道路として期待されます。

・今年度完成した木曽川右岸道路川向工区（L=1,800ｍ）を現地視
察しました。これで戸場～川向地区高瀬橋までが開通となります。

意見交換会での主な意見等
・右岸道路とつながる高瀬橋の幅員が狭いが拡幅改良はできないか。
・野尻から戸場間の木曽川右岸道路工事計画では、仮設橋計画地付近

において十二兼地区のリニア工事の発生土置場としても検討されて
いるが JR からの話はあったか。 など
木曽建設事務所からは、「6月の大雨で木曽管内において24箇所の

災害箇所があり国道256号（幸助）の法面崩落もその1箇所である。24
箇所の復旧工事は5億円で採択された。」との報告がありました。

（文責：近藤　隆 委員長）

松塩筑木曽老人福祉施設組合議会報告 木曽広域連合議会報告

国有林対策
特別委員会

国道256号改良促進特別委員会・
経済観光常任委員会報告 報告
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11月6日、中津川市議会リニア対策特別委
員会と南木曽町リニア対策特別委員会の、6
回目の合同会議を中津川市役所5階第一委員
会室で開催しました。

本来は委員全員が出席の会議ですが、コロ
ナ対策のため出席者は正副議長、正副委員長、
市・町のリニア関係部署、議会事務局とし、
時間も午前10時～11時30分の限定的な会議
となりました。

会議は、中津川市岡﨑隆彦議長、南木曽町
山﨑隆二議長の挨拶の後、両委員会の活動状
況とリニア計画における最近の動向などが報
告され、その後、意見交換を行いました。

山﨑議長は、挨拶の中で「当初の話題は、
南木曽町側は計画によるリスクへの懸念であ
り、中津川市側はまちづくりへの取り組みに
ついてであったが、リニア計画が具体化する
中で、南木曽町側ではリニアの利活用につい
て、また中津川市側ではトンネル掘削にとも
なう課題について、それぞれ関心が向けられ、
双方の課題の共有化が進んできたのではない
か」と、通算6回に及ぶこの合同会議の意義
を述べました。合同会議については、情報交
換が今後も必要であることを確認し合い、今
回提供された各資料はそれぞれの議会で配
布、活用することも了承されました。

中津川市議会とのリニア特別委員会合同会議

今後の保育園について、各地区保育園
の保護者と議会の意見交換会を行いまし
た。

11月13日は、午後7時から南木曽会
館で読書保育園の保護者18人、11月19
日は、午後7時から田立公民館で田立保
育園の保護者16人、蘭公民館で蘭保育
園の保護者13人の方にそれぞれ出席い
ただきました。

11月７日に行われた町政報告会で「3、
4、5歳児を読書保育園に集約する」と
町から説明がありましたが、保護者の皆
さんは知らなかったようでした。

町は、読書保育園に集約する方向です
が、通園の問題、未満児の送り迎え、延
長保育の迎えなど、問題は多くあると思
います。皆さんのご意見を受け止めて、
今後の保育園のあり方をしっかりと町と
議論していきます。直接意見が聞けて、
本当に良かったと思います。ありがとう
ございました。

・神坂スマートインターチェンジと妻籠馬籠間の道路
改良等について。

・町のリニア活用基本構想における観光への具体的取
り組みなど。

・水資源への影響や代替え水源などの対策について。
・町における発生土の処理計画については確定していな

い。発生土処理は１自治体だけでは限界があるのでは。
・市のリニア工事が多種多様のなか2027年開通が見

通せない状況は心配をしているが、JR 東海からは
正式な話が出てこないなかで計画に沿って各事業を
進めている。

・市における工事に伴う住民への対応については、市の調
整会議、区長会議、地域の常会などで検討。住民の安
心・安全のために情報の提供や一つでも多く声を聞く。

・相談窓口は市の出先事務所、リニア対策課。

◎12月10日には、12月17日に開催される町リニア
中央新幹線対策協議会に向けて、特別委員会を開催
しました。

（文責：赤坂　孝 委員長）

会議の中での主な質問・意見

３園共通
・５歳児だけ読書保育園に集約することは反対。
各保育園（一部抜粋）
・お兄さんお姉さんを見て成長するので、3、4歳児も一

緒が良い。
・今までいろいろな関わりの中で子どもたちは伸びてきて

いる。近い保育園で育てたいという気持ちがある。
・園児の数など厳しいのはわかるが、葛藤がありすぎ。
・人数が少ないから統合も仕方がないが、安全面が心配な

ので、新しい園舎は安全な場所を考えて欲しい。
・人が少ないので集約化がいいと思うが、何でも読書地区

なのか。統合になる場合、ますます地区の人口が減って
しまう。居住地区に保育園があったから帰ってきた。

・地区の保育園が無くなるのは寂しい。施設でイベントな
どを開催しては。
・統合すると不安がある。1年目から100点満点にして欲
しい。間に合わなければ見送りとしてほしい。
・通園バスに添乗員を付けてほしい。

（文責：矢澤　和重 委員長）

主な意見

リニア新幹線対策特別委員会

議会あり方委員会　保育園保護者等との意見交換会

報告

報告

議会だより



令
和
3
年
4
月
1
日
か
ら
、

現
在
の
南
木
曽
町
上
下
水
道

事
業
に
地
方
公
営
企
業
法
の

財
務
規
定
を
適
用
す
る
こ
と

に
伴
い
、
上
下
水
道
事
業
の

経
営
の
基
本
に
関
す
る
事
項

を
定
め
る
た
め
、
上
下
水
道

事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条

例
を
設
置
し
、
関
係
す
る
基

金
条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま

す
。
こ
れ
に
伴
い
現
行
の
特

別
会
計
条
例
を
廃
止
し
ま
す
。

説
明
概
要

大
沢
田
沢
、
細
の
洞
小
水

力
発
電
施
設
工
事
は
12
月
末

完
了
し
、
1
月
か
ら
発
電
を

開
始
し
ま
す
。
売
電
収
入
処

理
の
た
め
に
基
金
条
例
の
制

定
を
行
い
、
管
理
運
営
経
費

を
補
正
予
算
計
上
し
ま
す
。

説
明
概
要

◆
会
計
処
理

売
電
収
入
の
使
途
は
歳
入

歳
出
を
同
額
と
し
、
一
般
会

計
及
び
基
金
で
処
理
し
ま
す
。

◆
売
電
収
入
計
画

年
間
売
電
収
入
は
８
５
０

万
円
を
見
込
み
、
実
績
に
よ

り
収
支
計
画
を
見
直
す
。

◆
売
電
収
入
の
充
当
先

①
発
電
施
設
の
電
気
代

②
発
電
施
設
の
運
営
経
費

③
発
電
施
設
と
共
用
部
の
水

路
等
の
維
持
管
理
費

④
発
電
施
設
を
維
持
す
る
た

め
の
積
立
て（
基
金
条
例
）

⑤
農
業
農
村
振
興
に
資
す
る

公
的
施
設
の
維
持
管
理
費

⑥
①
〜
⑤
へ
充
当
後
、
残
高

が
あ
る
場
合
は
国
庫
補
助

率
を
乗
じ
た
額
を
国
庫
返

還高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、

聴
力
が
低
下
し
会
話
に
支
障

を
き
た
し
て
い
る
方
が
増
加

し
て
い
る
。
聴
力
の
低
下
は
、

会
話
の
減
少
や
外
出
の
意
欲

減
退
を
招
き
、
認
知
症
の
原

因
に
も
な
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
為
、
機
器
購
入
の
動

機
付
け
や
、
正
確
な
聴
覚
の

診
断
に
繋
が
る
よ
う
、
補
聴

器
購
入
に
対
し
補
助
事
業
を

　
　
　
　
　

補
聴
器
購
入
補
助
事
業

条
例
関
連

説
明
概
要

導
入
す
る
も
の
で
す
。

◆
補
助
対
象
者

南
木
曽
町
に
住
所
を
有
す

る
満
65
歳
以
上
の
方

◆
補
助
対
象

専
門
医
な
ど
の
意
見
書
に

基
づ
く
補
聴
器
の
購
入

◆
補
助
率
・
要
件

対
象
者
1
人
あ
た
り
購
入

費
用
の
1
／
2
（
3
万
円
を

限
度
）

・
補
助
金
交
付
後
5
年
間
は

当
該
補
助
金
申
請
不
可
。

※
令
和
3
年
4
月
よ
り
施
行

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
春
に
名
城
大
学
と
の

連
携
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

今
回
は
新
た
に
名
古
屋
外

国
語
大
学
と
の
連
携
協
定
を

結
ぶ
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
、

妻
籠
宿
で
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

調
査
や
若
者
ま
ち
づ
く
り
会

議
と
の
交
流
な
ど
を
通
じ
て

地
域
課
題
を
探
り
、
報
告
会

で
発
表
し
て
き
ま
し
た
。
今

後
も
大
学
が
持
つ
知
見
と
若

い
力
と
連
携
し
、
町
の
活
性

化
と
関
係
人
口
の
増
加
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
名
古
屋
外
国
語

大
学
と
の
包
括
連
携
協
定

報
告

説
明
概
要

議
会
と
町
の
意
見
交
換

全
員
協
議
会

（
12
月
9
日
・
16
日
・
18
日
）

南木曽町上下水道事業の地方公営企業法の適用関係
　　企業会計方式への移行は独立採算の会計になる
のか。経営が悪い場合に水道料金を急に上げること
にならないか。
　　今までと同様に一般会計からの繰入れも見込
んで運営します。経営内容の「見える化」が目的
で、料金の根拠などは示しやすくなりますが、改
定は今まで通りの検討になると考えています。

　　下水３会計（特環、農集、浄化槽）を１本化す
ることはあるか。
　　特環と農集は維持管理を主とした事業であり、
浄化槽は市町村整備事業を実施中であることか
ら、1本化するのは適当ではないと判断しています。
　　老朽化施設の改修費用などへの補助は。
　　国からの補助金などはこれまでと変わりなく
この企業会計で受けることができます。

　　上下水道資産は管路の部分もすべて入るのか。
　　管路の部分もすべて計算しています。

　　企業会計方式への移行は独立採算の会計になる　　企業会計方式への移行は独立採算の会計になる
のか。経営が悪い場合に水道料金を急に上げることのか。経営が悪い場合に水道料金を急に上げること
Q

　　今までと同様に一般会計からの繰入れも見込
んで運営します。経営内容の「見える化」が目的
A

　　下水３会計（特環、農集、浄化槽）を１本化す　　下水３会計（特環、農集、浄化槽）を１本化す
ることはあるか。ることはあるか。
Q

　　特環と農集は維持管理を主とした事業であり、
浄化槽は市町村整備事業を実施中であることか
A

　　老朽化施設の改修費用などへの補助は。　　老朽化施設の改修費用などへの補助は。Q
　　国からの補助金などはこれまでと変わりなく
この企業会計で受けることができます。
　　国からの補助金などはこれまでと変わりなくA

　　上下水道資産は管路の部分もすべて入るのか。　　上下水道資産は管路の部分もすべて入るのか。Q
　　管路の部分もすべて計算しています。　　管路の部分もすべて計算しています。A

南木曽町小水力発電施設の管理運営関係
　　発電した水の、農業用水などへの切り替え調整は。
　　発電した後、細の洞用水路へ戻すルートと大
沢田沢本流へ戻すルートがあり、手動バルブで調
整できます。バルブは外にあり、水利組合の方が
調整することは可能です。

　　維持管理は取水施設と機械設備とがあるが、取
水施設の維持管理費は年間6万円で間に合うのか。
　　共用部分の水路、取水施設の管理は、沈砂池
とヘッドタンクの砂出し、ゴミ出しです。沈砂池
は大きく作っているため頻繫に行かなくても大丈
夫と考えています。
機械設備の維持管理は、専門の方に定期的に見

ていただく必要があり、当面３ヶ月間試験的に管
理をしながら状況を見ます。

　　機械設備の管理は、町内事業者でできるのか。
　　専門業者との随意契約になるかと思います。

　　中電への売電契約は32kWとのことだが、渇
水期に必要な水量が得られないときには計画通りの
売電収入にならなくなるのでは。
　　中電と調整をしています。

　　　　Q
　　発電した後、細の洞用水路へ戻すルートと大
沢田沢本流へ戻すルートがあり、手動バルブで調
　　発電した後、細の洞用水路へ戻すルートと大A

　　維持管理は取水施設と機械設備とがあるが、取　　維持管理は取水施設と機械設備とがあるが、取
水施設の維持管理費は年間6万円で間に合うのか。水施設の維持管理費は年間6万円で間に合うのか。
Q

　　共用部分の水路、取水施設の管理は、沈砂池
とヘッドタンクの砂出し、ゴミ出しです。沈砂池
A

　　機械設備の管理は、町内事業者でできるのか。　　機械設備の管理は、町内事業者でできるのか。Q
　　専門業者との随意契約になるかと思います。

　　中電への売電契約は32kWとのことだが、渇　　中電への売電契約は32kWとのことだが、渇
　　専門業者との随意契約になるかと思います。　　専門業者との随意契約になるかと思います。
QQ
　　専門業者との随意契約になるかと思います。　　専門業者との随意契約になるかと思います。　　専門業者との随意契約になるかと思います。　　専門業者との随意契約になるかと思います。A

　　中電への売電契約は32kWとのことだが、渇　　中電への売電契約は32kWとのことだが、渇
水期に必要な水量が得られないときには計画通りの水期に必要な水量が得られないときには計画通りの
　　中電への売電契約は32kWとのことだが、渇　　中電への売電契約は32kWとのことだが、渇Q

　　中電と調整をしています。A

補聴器購入補助事業関係
　　医師の診断書が必要とあるが、診断書は４～５千
円かかる。診断書がなくても購入できる方法を考える
べきでは。
　　補聴器の購入には購入者の聴力の状況に合わ
せて色々な条件を考慮する必要が有りますので、
さらに検討を進めます。

　　　安易な購入により、購入した補聴器が使い物
にならないというトラブルも考えられるので、医師
の診断や「認定補聴器技能者」の資格を有する店で
購入するような制度を求める。

　　　　
円かかる。診断書がなくても購入できる方法を考える円かかる。診断書がなくても購入できる方法を考える
Q

　　補聴器の購入には購入者の聴力の状況に合わ
せて色々な条件を考慮する必要が有りますので、
A

　　　安易な購入により、購入した補聴器が使い物
にならないというトラブルも考えられるので、医師
要望
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「木曽地域の高校の将来像についての意見・提案書」関係
　　少人数編成での学習について議論は交わされたのか。
　　高校だけでなく小中学校も含めて検討していくということ
でした。質の高い学びを一人一人していくためには今の人数で
は無理があるということなので、質の高い学級編成になるよう
に要望していきたいと考えています。

　　　教育の環境も改善していくこともお願いする。
　　蘇南高校は県境でもある。他地域からも生徒を呼び込む努力
が必要では。
　　学校長による中学校訪問や下宿生徒の受け入れなどの対応
をしています。さらに検討していきたいと思います。

　　　生徒が増えるように、もう少し PRしてほしい。

　　少人数編成での学習について議論は交わされたのか。　　少人数編成での学習について議論は交わされたのか。Q
　　高校だけでなく小中学校も含めて検討していくということ
でした。質の高い学びを一人一人していくためには今の人数で
　　高校だけでなく小中学校も含めて検討していくということA

　　　教育の環境も改善していくこともお願いする。
　　蘇南高校は県境でもある。他地域からも生徒を呼び込む努力　　蘇南高校は県境でもある。他地域からも生徒を呼び込む努力
要望
　　蘇南高校は県境でもある。他地域からも生徒を呼び込む努力　　蘇南高校は県境でもある。他地域からも生徒を呼び込む努力
が必要では。が必要では。
　　蘇南高校は県境でもある。他地域からも生徒を呼び込む努力　　蘇南高校は県境でもある。他地域からも生徒を呼び込む努力Q

　　学校長による中学校訪問や下宿生徒の受け入れなどの対応
をしています。さらに検討していきたいと思います。
A

　　　生徒が増えるように、もう少し PRしてほしい。要望

社会体育館照明 LED 化工事関係
入札方法、契約方法
　　随意契約という入札方法のシステムは。最低制限価格を設けて入札していることに抵触しない
か。
　　随意契約は地方自治法施行令で、時価に比して有利な契約が出来るという場合について認め
られており、契約は使用料という長期継続契約（リース料契約）になります。通常の物品購入や
工事請負契約で、二次製品の比率が50％を超える事業は最低制限価格を設けていないので、今
回も制度の範囲内と解釈しています。

　　　複数社で見積もりをとってから随意契約というのは分かるが、いきなり特定の会社と契約す
るのはどうか心配している。
リース内容、積算価格の妥当性
　　この価格自体が適正かどうかの正当性はどう評価するのか。
　　積算金額は直近の中学校体育館改修での700Ｗの LED設計単価と比較をして妥当な金額だ
と判断しています。使用メーカーは未定ですが、事業者から複数メーカーの単価比較資料が出て
おり市場価格の比較をしています。700Ｗの LED灯の場合、1本あたり17万5千円程を7年で分
割払いすることになります。

　　LEDにした場合の現状電気料金との違いは、またリース契約終了後は電灯を取り外すのか。
　　事業者の試算では使い方や LEDの種類等によっても変わりますが、月額で20万円程度安価
になります。7年のリース契約期間満了後は、無償で譲渡という契約内容になります。

　　事業者のモデル事業一覧表にある他地区の実状は。
　　高森町の町民体育館は今年4月に7年リースで契約し工事が終了。白馬村では現在施工中。

工期について
　　工事実施期間は10日間ということでいいか。
　　移動式足場で専門施工業者による施工期間です。

　　随意契約という入札方法のシステムは。最低制限価格を設けて入札していることに抵触しない　　随意契約という入札方法のシステムは。最低制限価格を設けて入札していることに抵触しない
か。か。
Q

　　随意契約は地方自治法施行令で、時価に比して有利な契約が出来るという場合について認め
られており、契約は使用料という長期継続契約（リース料契約）になります。通常の物品購入や
A

　　　複数社で見積もりをとってから随意契約というのは分かるが、いきなり特定の会社と契約す
るのはどうか心配している。
意見

　　この価格自体が適正かどうかの正当性はどう評価するのか。　　この価格自体が適正かどうかの正当性はどう評価するのか。Q
　　積算金額は直近の中学校体育館改修での700Ｗの LED設計単価と比較をして妥当な金額だ
と判断しています。使用メーカーは未定ですが、事業者から複数メーカーの単価比較資料が出て
　　積算金額は直近の中学校体育館改修での700Ｗの LED設計単価と比較をして妥当な金額だA

　　LEDにした場合の現状電気料金との違いは、またリース契約終了後は電灯を取り外すのか。　　LEDにした場合の現状電気料金との違いは、またリース契約終了後は電灯を取り外すのか。Q
　　事業者の試算では使い方や LEDの種類等によっても変わりますが、月額で20万円程度安価
になります。7年のリース契約期間満了後は、無償で譲渡という契約内容になります。
　　事業者の試算では使い方や LEDの種類等によっても変わりますが、月額で20万円程度安価A

　　事業者のモデル事業一覧表にある他地区の実状は。　　事業者のモデル事業一覧表にある他地区の実状は。Q
　　高森町の町民体育館は今年4月に7年リースで契約し工事が終了。白馬村では現在施工中。

工期について
　　高森町の町民体育館は今年4月に7年リースで契約し工事が終了。白馬村では現在施工中。A

　　工事実施期間は10日間ということでいいか。　　工事実施期間は10日間ということでいいか。Q
　　移動式足場で専門施工業者による施工期間です。　　移動式足場で専門施工業者による施工期間です。A

出産費用助成事業関係
　　事業の財源は何か。国で助成するように
なった場合の扱いは。
　　財源は子育て基金です。国の一時金が
50万円になればこの事業は無くなります。

　　出産費用には個人差があり不公平では。
　　この助成事業を早急に支援するといっ
た点からも、国に先がけてこの方法で実行
したいと思います。

　　事業の財源は何か。国で助成するように　　事業の財源は何か。国で助成するように
なった場合の扱いは。なった場合の扱いは。
Q

　　財源は子育て基金です。国の一時金が
50万円になればこの事業は無くなります。
A

　　出産費用には個人差があり不公平では。　　出産費用には個人差があり不公平では。Q
　　この助成事業を早急に支援するといっ
た点からも、国に先がけてこの方法で実行
　　この助成事業を早急に支援するといっA

郵便局との包括連携協定関係
　　郵便局との連携は国や県の方針なのか。
　　各郵便局が町村との連携を積極的に進
めています。町物産品のパンフレットを置
いてもらうなど、新たな取り組みも進めた
いと考えています。

　　郵便局で住民票を取れる自治体もあるが。
　　今後の課題となっているのが現状です。

　　連携が行き過ぎて個人情報の扱いなど不
安も出るが。
　　町内に4つの事業所が存在し町民には
身近な存在です。信頼性も高く、双方にメ
リットのある連携だと考えています。

　　　連携の内容については、十分に検討し
たうえで慎重に進めていただきたい。

　　郵便局との連携は国や県の方針なのか。　　郵便局との連携は国や県の方針なのか。Q
　　各郵便局が町村との連携を積極的に進
めています。町物産品のパンフレットを置
　　各郵便局が町村との連携を積極的に進A

　　　　Q
　　今後の課題となっているのが現状です。

　　連携が行き過ぎて個人情報の扱いなど不　　連携が行き過ぎて個人情報の扱いなど不
　　今後の課題となっているのが現状です。A

　　連携が行き過ぎて個人情報の扱いなど不　　連携が行き過ぎて個人情報の扱いなど不
安も出るが。安も出るが。
　　連携が行き過ぎて個人情報の扱いなど不　　連携が行き過ぎて個人情報の扱いなど不Q

　　町内に4つの事業所が存在し町民には
身近な存在です。信頼性も高く、双方にメ
A

　　　連携の内容については、十分に検討し
たうえで慎重に進めていただきたい。
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南木曽町森林経営管理制度実施方針関係
　　広域連合と町のやることのすみわけは。
　　町は防災減災対策を優先してゾーニングした所を広域連合
に伝えます。広域はエリアの調査をし、意向調査、境界確認、
集積計画等の今後の事業を担当します。

　　町内の山を持っている全部の方に内容を連絡したのか。所有
者の不明のところはどうなるのか。
　　制度の趣旨は広報等で知らせたが、コロナもあり地域説明
ができていません。不明箇所は町と広域連合で探索をします。

　　人工林以外の竹林や雑木山の管理もしないと災害には対応出来ない。
　　そうした所も防災減災の該当になるので、今回の意向調査
箇所については人工林以外の整備についても話をします。

　　与川の川合地区を選定した事由とスケジュールは。
　　各民有林をスコア付けして、スコアの高い所を選定しまし
た。川合地区は森林組合の組合員が多いこともあります。
１月中旬から末に地区説明会。1ヶ月の間に所有者の意向を

郵送してもらい意向内容を確認し、広域連合と町で早くとも４
月以降に集積計画をたてます。施業は早くても令和３年度内と
考えます。

　　　・災害対策で河川周辺を、地域課題対応事業で対応して欲しい。
　　　・森林経営管理制度には管理権が関係あるなど、制度の説明が必要。

　　広域連合と町のやることのすみわけは。　　広域連合と町のやることのすみわけは。Q
　　町は防災減災対策を優先してゾーニングした所を広域連合
に伝えます。広域はエリアの調査をし、意向調査、境界確認、
　　町は防災減災対策を優先してゾーニングした所を広域連合A

　　町内の山を持っている全部の方に内容を連絡したのか。所有　　町内の山を持っている全部の方に内容を連絡したのか。所有
者の不明のところはどうなるのか。者の不明のところはどうなるのか。
Q

　　制度の趣旨は広報等で知らせたが、コロナもあり地域説明
ができていません。不明箇所は町と広域連合で探索をします。
A

　　　　Q
　　そうした所も防災減災の該当になるので、今回の意向調査
箇所については人工林以外の整備についても話をします。
　　そうした所も防災減災の該当になるので、今回の意向調査A

　　与川の川合地区を選定した事由とスケジュールは。　　与川の川合地区を選定した事由とスケジュールは。Q
　　各民有林をスコア付けして、スコアの高い所を選定しまし
た。川合地区は森林組合の組合員が多いこともあります。
　　各民有林をスコア付けして、スコアの高い所を選定しましA

　　　・要望

認定こども園関係
　　蘭・田立から通うには遠く不安に思っている保護者もいる。
　　保護者の様々な不安も承知しており、話し合いや準備会等で検討
し丁寧な対応をしていきたいと思います。蘭・田立からは添乗員を付
ける方向で考えています。
　　今は少人数だが、今後子供が増えた場合に元へ戻すのか。
　　その時の状況を含めて、判断したいと思います。
　　　・見切り発車でなく、あくまでも保護者の納得を。
　　　・認定こども園と決めたのなら早く進めて欲しい。
　　　・準備会の委員は幅を広げ、保護者会OBなど経験豊富な方も。

　　蘭・田立から通うには遠く不安に思っている保護者もいる。　　蘭・田立から通うには遠く不安に思っている保護者もいる。Q
　　保護者の様々な不安も承知しており、話し合いや準備会等で検討
し丁寧な対応をしていきたいと思います。蘭・田立からは添乗員を付
　　保護者の様々な不安も承知しており、話し合いや準備会等で検討A

　　今は少人数だが、今後子供が増えた場合に元へ戻すのか。　　今は少人数だが、今後子供が増えた場合に元へ戻すのか。Q
　　その時の状況を含めて、判断したいと思います。　　その時の状況を含めて、判断したいと思います。　　その時の状況を含めて、判断したいと思います。　　その時の状況を含めて、判断したいと思います。A
　　　・見切り発車でなく、あくまでも保護者の納得を。
　　　・認定こども園と決めたのなら早く進めて欲しい。
　　　・見切り発車でなく、あくまでも保護者の納得を。意見

医療に関するアンケート結果関係
　　救急時が初診であっても市民病院で受入れは可能
なのか。
　　医師の都合により受入れできない場合もありま
すが、受診履歴がないと受入れないということはあ
りませんという回答でした。

　　アンケートで上がっている切実な声を役場内の医
療検討チームはどう活かすのか。
　　内容は多岐にわたっていますが、回答結果をも
とに施策や通院バスなどの検討に活用したいです。

　　「将来的には公共機関に頼りたい」という意見があ
る。市民病院行きのシャトルバス利用希望285名、利
用しない516名という結果だが、町の地域公共交通会
議としてはバスを利用しない方を重視するのかどうか。
　　バス運行に当たっては道路運送法などさまざまな
検討課題があるので、アンケートの内容を一つ一つ分
析しながら判断していくことになります。今の段階では
どちらを重視ということでなく検討していきます。
　　　回答率は減ったが20～30代の若い人の回答は
相対的に増えている。病院の問題が、若い人に大事な
問題として受け止められている反映かと思える。

　　救急時が初診であっても市民病院で受入れは可能　　救急時が初診であっても市民病院で受入れは可能
なのか。なのか。
Q

　　医師の都合により受入れできない場合もありま
すが、受診履歴がないと受入れないということはあ
A

　　アンケートで上がっている切実な声を役場内の医　　アンケートで上がっている切実な声を役場内の医
療検討チームはどう活かすのか。療検討チームはどう活かすのか。
Q

　　内容は多岐にわたっていますが、回答結果をも
とに施策や通院バスなどの検討に活用したいです。
A

　　「将来的には公共機関に頼りたい」という意見があ　　「将来的には公共機関に頼りたい」という意見があ
る。市民病院行きのシャトルバス利用希望285名、利る。市民病院行きのシャトルバス利用希望285名、利
Q

　　バス運行に当たっては道路運送法などさまざまな
検討課題があるので、アンケートの内容を一つ一つ分
A

　　　回答率は減ったが20～30代の若い人の回答は
相対的に増えている。病院の問題が、若い人に大事な
意見

妻籠宿重伝建保存事業の今後のあり方関係
　　これまでに一般会計から投入された駐車場会計への借入金1億円の扱いは。
　　借入金ではなく、駐車場会計への単年ごとの繰入れであり毎年認めら
れたものです。返済するという認識ではないが、今後の駐車場の利益を一
般財源に戻していくことは可能と考えます。
　　一般会計から町民の税金を妻籠宿の保存に使うことになるが、町民にど
う説明するのか。そこの理解がなされなければ資金投入は難しい。
　　妻籠宿の保存は条例に基づき町の事業として取り組んできたもので、
住民全体の理解を求めて行く必要があります。町全体の観光に結びつけて
いくことも大切で、宿場保存と観光をバランスよく進めていきたい。
　　個人の負担金が１割から２割に引き上げられることについて、妻籠の人
たちの理解は得られているのか。
　　妻籠宿の保存関係団体等には説明し概ねの理解をいただきました。実
際に負担をするのは所有者なので、議会で了承が得られれば妻籠の方々へ
の説明会を開催し、理解を求めて行きたいと思います。
　　　今大切なのは妻籠宿の保存を続けて行くことで、その為には所有者の
負担増は仕方のないことだ。また分かりやすい会計資料等を提示するなど、
状況を丁寧に町民に説明して行くことも大切だ。
　　　観光への意識も必要で、観光客を増やすために駐車料金を安くし入場料
を取るなど、これまでを見直して新しい妻籠宿を作り出すことが必要ではないか。

　　　　Q
　　借入金ではなく、駐車場会計への単年ごとの繰入れであり毎年認めら
れたものです。返済するという認識ではないが、今後の駐車場の利益を一
　　借入金ではなく、駐車場会計への単年ごとの繰入れであり毎年認めらA

　　一般会計から町民の税金を妻籠宿の保存に使うことになるが、町民にど　　一般会計から町民の税金を妻籠宿の保存に使うことになるが、町民にど
う説明するのか。そこの理解がなされなければ資金投入は難しい。う説明するのか。そこの理解がなされなければ資金投入は難しい。
Q

　　妻籠宿の保存は条例に基づき町の事業として取り組んできたもので、
住民全体の理解を求めて行く必要があります。町全体の観光に結びつけて
A

　　個人の負担金が１割から２割に引き上げられることについて、妻籠の人　　個人の負担金が１割から２割に引き上げられることについて、妻籠の人
たちの理解は得られているのか。たちの理解は得られているのか。
Q

　　妻籠宿の保存関係団体等には説明し概ねの理解をいただきました。実
際に負担をするのは所有者なので、議会で了承が得られれば妻籠の方々へ
A

　　　今大切なのは妻籠宿の保存を続けて行くことで、その為には所有者の
負担増は仕方のないことだ。また分かりやすい会計資料等を提示するなど、
意見

　　　観光への意識も必要で、観光客を増やすために駐車料金を安くし入場料
を取るなど、これまでを見直して新しい妻籠宿を作り出すことが必要ではないか。
意見

今
ま
で
の
数
回
に
わ
た
る

議
論
、
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
の
結
果
な
ど
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

※
詳
細
は
広
報
な
ぎ
そ

今
月
号
８
Ｐ
に
掲
載

今
年
度
も
医
療
に
関
す
る

調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
認
定
こ
ど
も
園

報
告

説
明
概
要

　
　
　
医
療
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

報
告

説
明
概
要

妻
籠
駐
車
場
使
用
料
収
入

の
減
少
に
伴
い
、
保
存
事
業

は
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ

に
頼
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

妻
籠
宿
重
伝
建
保
存
事
業

の
見
直
し
の
た
め
、「
妻
籠

宿
重
伝
建
保
存
事
業
に
関
す

る
検
討
委
員
会
」
で
検
討
し
、

「
今
後
の
方
針
」
と
し
て
保

存
工
事
の
棟
数
を
増
や
す
た

め
に
、

・
保
存
事
業
へ
は
駐
車
場
会

計
か
ら
で
な
く
一
般
会
計

か
ら
一
定
の
補
助
金
を
直

接
投
入
す
る
こ
と
。

・
個
人
の
負
担
割
合
を
1
割

か
ら
2
割
に
引
き
上
げ
る

こ
と
。

こ
の
保
存
事
業
の
体
制
を

令
和
4
年
度
か
ら
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

妻
籠
宿
重
伝
建
保
存
事

業
の
今
後
の
あ
り
方

説
明
概
要

町
内
の
民
有
林
は
、
森
林

組
合
等
が
森
林
整
備
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
森
林
の
管
理
、

経
営
が
行
わ
れ
て
い
な
い
私

有
林
の
人
工
林
に
つ
い
て
は
、

町
が
仲
介
役
に
な
り
、
森
林

所
有
者
と
担
い
手
を
つ
な
ぎ

森
林
の
整
備
を
進
め
て
行
く

森
林
経
営
管
理
制
度
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
木
曽
広
域
連

合
に
森
林
整
備
推
進
室
が
新

た
に
設
置
さ
れ
て
、
主
な
事

務
を
務
め
て
い
ま
す
。

森
林
経
営
管
理
制
度
で
は
、

①
自
ら
管
理

②
事
業
体
へ
の
管
理
委
託

③
町
へ
の
管
理
委
託
（
経
済

林
：
意
欲
と
能
力
の
あ
る

林
業
経
営
者
に
再
委
託
。

非
経
済
林
：
町
管
理
で
、

防
災
減
災
対
策
の
施
業
設

計
書
を
作
成
）

④
制
度
推
進
の
た
め
の
譲
与

税
を
活
用
し
た
事
業
な
ど
。

今
年
度
、
町
ゾ
ー
ニ
ン
グ

箇
所
は
与
川
（
川
合
地
区
）

で
、
モ
デ
ル
的
実
施
を
予
定
。

南
木
曽
町
森
林
経
営
管

理
制
度
実
施
方
針

説
明
概
要
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議
会
だ
よ
り

公
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館
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基
本
計
画
で
掲
げ
る
施
策

を
実
現
す
る
た
め
の
事
業
を

示
す
も
の
で
、
今
回
は
、
令

和
3
〜
5
年
度
の
計
画
を
策

定
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
で

後
回
し
に
な
っ
た
よ
う
な
事

業
も
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
対
策

に
つ
い
て
の
町
の
考
え
は
。

　
来
年
度
の
予
算
編
成
作
業

で
は
、
財
政
事
情
を
踏
ま
え

た
調
整
も
必
要
と
な
る
と
思

い
ま
す
。

各
担
当
課
で
必
要
と
思
わ

れ
る
生
活
支
援
や
対
策
も
検

討
し
て
い
ま
す
。
国
や
県
の

動
向
も
見
な
が
ら
対
応
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
空
き
家
対
策
の
移
住
体
験

住
宅
と
は
。

　
初
め
て
の
試
み
で
、
空
き

家
を
整
備
し
移
住
希
望
者
に

町
の
暮
ら
し
を
体
験
し
て
も

ら
い
、
買
っ
た
り
賃
貸
し
た

り
で
き
る
住
宅
を
考
え
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
1
軒
の
候
補

物
件
で
家
主
と
協
議
し
な
が

ら
進
め
て
い
ま
す
。

財
源
は
ふ
る
さ
と
納
税
の

寄
付
金
を
充
て
て
い
き
ま
す
。

　
　
空
家
対
策
協
議
会
で
も

協
議
し
、
空
き
家
活
性
化
に

つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

◆
水
資
源
へ
の
影
響

　
山
口
工
区
の
ト
ン
ネ
ル
工

事
は
進
ん
で
い
る
。
工
事
の

影
響
範
囲
に
達
す
る
ま
で
に

水
道
水
源
の
予
備
的
措
置
は

終
わ
る
の
か
。
終
わ
っ
て
な

い
場
合
に
は
ト
ン
ネ
ル
工
事

を
い
っ
た
ん
止
め
る
必
要
が

あ
る
。

　
山
口
工
区
の
南
木
曽
町
分

の
環
境
保
全
計
画
も
ま
だ
示

さ
れ
て
お
ら
ず
、
出
た
段
階

で
県
も
含
め
て
協
議
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

予
備
的
措
置
が
妻
籠
水
源

へ
の
影
響
に
間
に
合
う
よ
う

に
す
る
に
は
、
仮
設
で
行
っ

た
後
に
本
設
を
と
い
う
検
討

も
含
め
、
Ｊ
Ｒ
東
海
と
協
議

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
広
瀬
の
代
替
水
源
か
ら
妻

籠
へ
水
道
を
引
く
こ
と
に
な

る
が
、
妻
籠
配
水
池
へ
の
接

続
は
ど
う
な
る
か
。

　
詳
細
は
設
計
中
で
、
既
存

の
配
水
池
へ
補
充
で
き
る
よ

う
に
考
え
て
い
ま
す
。
小
規

模
水
道
も
減
渇
水
の
可
能
性

が
あ
り
、
簡
水
か
ら
の
ポ
ン

プ
ア
ッ
プ
の
検
討
も
考
え
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
向
ヶ
原
や
大
山
高
区

の
水
源
枯
渇
を
想
定
し
た
措

置
も
考
え
て
い
ま
す
。

◆
道
路
改
修
と
の
関
係

　
リ
ニ
ア
関
連
の
水
道
工
事

が
予
定
さ
れ
る
地
区
で
は
、

道
路
舗
装
計
画
を
先
延
ば
し

に
し
て
お
か
な
い
と
二
度
手

間
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
水
道
工
事
な
ど
の
目
途
が

立
っ
た
段
階
で
舗
装
を
行
い

た
い
と
考
え
て
お
り
、
棚
橋

線
工
事
に
よ
る
工
事
車
両
の

通
行
が
考
え
ら
れ
る
神
橋
区

間
の
舗
装
に
つ
い
て
は
計
画

を
延
期
し
ま
し
た
。

な
お
、
状
態
の
悪
い
舗
装

箇
所
は
、
維
持
補
修
費
で
対

応
し
た
い
で
す
。

　
　
道
路
補
修
に
つ
い
て
も

Ｊ
Ｒ
東
海
に
要
求
し
、
地
域

か
ら
の
要
望
に
す
ぐ
に
対
応

す
る
よ
う
願
う
。

◆
南
木
曽
会
館
の
整
備

　
新
規
事
業
の
南
木
曽
会
館

の
整
備
調
査
と
は
。

　
今
年
度
は
劣
化
度
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
報
告
に
基
づ
き
、

大
規
模
改
修
か
建
て
直
し
か

な
ど
会
館
の
あ
り
方
に
つ
い

て
協
議
し
た
い
と
考
え
て
お

り
、
令
和
4
年
度
は
そ
の
調

査
費
用
と
な
り
ま
す
。

◆
公
共
施
設
の
管
理
計
画

　
集
会
所
な
ど
公
共
施
設
の

管
理
計
画
策
定
の
状
況
は
。

　
全
て
の
町
内
施
設
の
管
理

状
況
を
調
査
し
、
長
寿
命
化

や
建
て
替
え
、
維
持
管
理
に

つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

施
設
の
危
険
度
を
踏
ま
え

順
番
に
対
策
に
取
り
掛
か
っ

て
い
き
ま
す
。

　
町
誌
制
作
で
30
年
近
く
か

か
っ
た
戸
場
〜
川
向
の
右
岸

道
路
開
通
も
掲
載
す
る
の
か
。

　
昭
和
56
年
に
発
行
し
た
町

誌
の
続
編
と
し
て
考
え
て
お

り
、
そ
れ
以
降
の
こ
と
を
中

心
に
編
さ
ん
す
る
予
定
で
す
。

◆
地
域
お
こ
し
企
業
人

　
「
地
域
お
こ
し
企
業
人
」

と
は
ど
の
よ
う
な
事
業
か
。

　
民
間
企
業
か
ら
派
遣
さ
れ

た
人
材
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
見

を
活
か
し
て
、
地
域
独
自
の

魅
力
や
価
値
の
向
上
を
図
る

も
の
で
す
。

現
行
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
同
じ
よ
う
に
全
額
特
別

交
付
税
の
対
象
と
な
り
、
6

ヶ
月
か
ら
3
年
の
任
期
後
は

民
間
企
業
に
戻
り
ま
す
。

◆
協
力
隊
の
今
後
の
予
定

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
現

状
と
今
後
の
予
定
は
。

　
現
在
3
名
の
協
力
隊
が
い

ま
す
が
、
2
名
は
今
年
度
、

１
名
は
来
年
度
で
任
期
満
了

と
な
り
ま
す
。
今
後
も
協
力

隊
は
募
集
す
る
予
定
で
す
。

今
年
度
退
任
す
る
隊
員
2

名
は
南
木
曽
ろ
く
ろ
細
工
の

研
修
を
行
っ
て
い
て
、
1
名

は
同
じ
事
業
所
に
、
1
名
は

起
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
お
た
め
し
協
力
隊

　
「
お
た
め
し
協
力
隊
」
の

制
度
を
活
用
す
る
の
か
。

　
来
年
度
の
採
用
に
向
け
て
、

す
で
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

来
年
度
か
ら
国
は
受
け
入

れ
期
間
を
2
泊
3
日
か
ら
3

ヶ
月
に
延
ば
す
と
い
う
こ
と

な
の
で
、
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
新
規
事
業
の
圃
場
改
修
の

詳
細
な
内
容
は
。

　
圃
場
の
再
整
備
は
希
望
者

が
多
く
広
範
囲
で
あ
る
た
め

事
業
費
の
規
模
が
大
き
く
、

準
備
も
必
要
で
、ま
た
「
人・

農
地
プ
ラ
ン
」
の
中
に
位
置

づ
け
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

令
和
3
年
度
は
、
ヒ
ア
リ

ン
グ
に
よ
り
県
と
の
協
議
や

地
元
と
の
調
整
に
入
れ
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
耕
作
条

件
改
修
事
業
実
施
は
令
和
４

年
度
か
ら
で
、
事
業
費
は
必

要
最
低
限
の
2
百
万
円
と
し

ま
し
た
。

　
1
ア
ー
ル
当
た
り
70
万
円

の
整
備
費
だ
が
。
整
備
の
対

象
と
な
る
圃
場
は
。

　
あ
く
ま
で
も
参
考
金
額
で
、

現
場
条
件
で
変
わ
り
ま
す
。

大
き
な
圃
場
整
備
で
は
な

く
点
在
し
た
小
規
模
整
備
の

た
め
割
高
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
集
積
し
て
行
う
場
合
な

ど
に
は
安
く
な
る
と
思
い
ま

す
。「人

・
農
地
プ
ラ
ン
」
の

策
定
と
の
関
係
で
、
中
山
間

地
域
が
整
備
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

　
獣
害
対
策
と
し
て
、
サ
ル

被
害
対
策
は
考
え
て
い
る
か
。

　
サ
ル
捕
獲
用
の
大
型
檻
を

予
定
し
、
緩
衝
帯
整
備
以
外

に
も
何
ら
か
の
対
策
を
行
う

た
め
の
予
算
を
計
上
し
て
ま

す
。

　
妻
籠
町
中
線
の
遺
構
調
査

結
果
や
今
後
の
動
き
は
。

　
遺
構
調
査
は
無
事
終
了
し
、

工
事
を
進
め
る
の
は
問
題
な

い
と
い
う
判
断
で
し
た
。
事

業
に
つ
い
て
は
設
計
な
ど
の

準
備
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　
川
向
大
洞
橋
工
事
の
た
め

の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
が
令
和

4
年
度
か
ら
6
年
度
に
延
長

さ
れ
た
理
由
は
。

　
右
岸
道
路
の
開
通
に
よ
る

国
道
19
号
へ
の
接
続
の
た
め
、

高
瀬
橋
の
拡
幅
や
架
け
替
え

の
検
討
が
さ
れ
、
高
瀬
橋
の

工
事
を
優
先
し
て
、
大
洞
橋

の
工
事
を
延
期
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

高
瀬
橋
は
、
県
道
の
基
準

で
は
荷
重
に
問
題
が
あ
る
た

め
架
け
替
え
が
必
要
と
な
り
、

県
予
算
で
新
年
度
か
ら
準
備

し
て
い
き
ま
す
。

　
　
地
域
に
し
っ
か
り
と
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
天
白
連
絡
線
は
か
な
り
延

期
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
。

　
具
体
的
な
計
画
段
階
に
な

っ
て
い
な
い
た
め
で
す
。

令
和
3
年
度
〜
令
和
5

年
度
実
施
計
画

説
明
概
要

コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
で

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
影
響
で

コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応

Qに
つ
い
て
の
町
の
考
え
は
。

に
つ
い
て
の
町
の
考
え
は
。

　
来
年
度
の
予
算
編
成
作
業

A空
き
家
対
策

　
空
き
家
対
策
の
移
住
体
験

　
空
き
家
対
策
の
移
住
体
験

空
き
家
対
策

Q住
宅
と
は
。

住
宅
と
は
。

　
初
め
て
の
試
み
で
、
空
き

A寄
付
金
を
充
て
て
い
き
ま
す
。

　
　
空
家
対
策
協
議
会
で
も

要
望

リ
ニ
ア
関
係

◆
水
資
源
へ
の
影
響

　
山
口
工
区
の
ト
ン
ネ
ル
工

　
山
口
工
区
の
ト
ン
ネ
ル
工

Qあ
る
。

あ
る
。

　
山
口
工
区
の
南
木
曽
町
分

Aを
行
っ
て
い
ま
す
。

　
広
瀬
の
代
替
水
源
か
ら
妻

　
広
瀬
の
代
替
水
源
か
ら
妻

Q続
は
ど
う
な
る
か
。

続
は
ど
う
な
る
か
。

　
詳
細
は
設
計
中
で
、
既
存

A◆
道
路
改
修
と
の
関
係

　
リ
ニ
ア
関
連
の
水
道
工
事

　
リ
ニ
ア
関
連
の
水
道
工
事

Q

間
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

間
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
水
道
工
事
な
ど
の
目
途
が

A応
し
た
い
で
す
。

　
　
道
路
補
修
に
つ
い
て
も

要
望施

設
管
理
計
画

◆
南
木
曽
会
館
の
整
備

　
新
規
事
業
の
南
木
曽
会
館

　
新
規
事
業
の
南
木
曽
会
館

Qの
整
備
調
査
と
は
。

の
整
備
調
査
と
は
。

　
今
年
度
は
劣
化
度
調
査
を

A◆
公
共
施
設
の
管
理
計
画

　
集
会
所
な
ど
公
共
施
設
の

　
集
会
所
な
ど
公
共
施
設
の

Q管
理
計
画
策
定
の
状
況
は
。

管
理
計
画
策
定
の
状
況
は
。

　
全
て
の
町
内
施
設
の
管
理

A

町
誌
制
作

　
町
誌
制
作
で

　
町
誌
制
作
で

町
誌
制
作

Q道
路
開
通
も
掲
載
す
る
の
か
。

道
路
開
通
も
掲
載
す
る
の
か
。

　
昭
和

A地
域
お
こ
し
協
力
隊

◆
地
域
お
こ
し
企
業
人

　
「
地
域
お
こ
し
企
業
人
」

　
「
地
域
お
こ
し
企
業
人
」

Qと
は
ど
の
よ
う
な
事
業
か
。

と
は
ど
の
よ
う
な
事
業
か
。

　
民
間
企
業
か
ら
派
遣
さ
れ

A◆
協
力
隊
の
今
後
の
予
定

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
現

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
現

Q状
と
今
後
の
予
定
は
。

状
と
今
後
の
予
定
は
。

　
現
在

A◆
お
た
め
し
協
力
隊

　
「
お
た
め
し
協
力
隊
」
の

　
「
お
た
め
し
協
力
隊
」
の

Q

　
来
年
度
の
採
用
に
向
け
て
、

A圃
場
整
備

　
新
規
事
業
の
圃
場
改
修
の

　
新
規
事
業
の
圃
場
改
修
の

圃
場
整
備

Q詳
細
な
内
容
は
。

詳
細
な
内
容
は
。

　
圃
場
の
再
整
備
は
希
望
者

Aま
し
た
。

11
Q象

と
な
る
圃
場
は
。

象
と
な
る
圃
場
は
。

　
あ
く
ま
で
も
参
考
金
額
で
、

A

獣
害
対
策

　
獣
害
対
策
と
し
て
、
サ
ル

　
獣
害
対
策
と
し
て
、
サ
ル

獣
害
対
策

Q被
害
対
策
は
考
え
て
い
る
か
。

被
害
対
策
は
考
え
て
い
る
か
。

　
サ
ル
捕
獲
用
の
大
型
檻
を

A妻
籠
町
中
線

　
妻
籠
町
中
線
の
遺
構
調
査

　
妻
籠
町
中
線
の
遺
構
調
査

妻
籠
町
中
線

Q結
果
や
今
後
の
動
き
は
。

結
果
や
今
後
の
動
き
は
。

　
遺
構
調
査
は
無
事
終
了
し
、

A右
岸
道
路

　
川
向
大
洞
橋
工
事
の
た
め

　
川
向
大
洞
橋
工
事
の
た
め

右
岸
道
路

Qさ
れ
た
理
由
は
。

さ
れ
た
理
由
は
。

　
右
岸
道
路
の
開
通
に
よ
る

Aし
て
い
き
ま
す
。

　
　
地
域
に
し
っ
か
り
と
説

要
望明を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
天
白
連
絡
線
は
か
な
り
延

　
天
白
連
絡
線
は
か
な
り
延

Q期
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
。

期
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
。

　
具
体
的
な
計
画
段
階
に
な

A
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
コ
ロ

ナ
、
コ
ロ
ナ
で
世
界
中
が
大

混
乱
。
大
騒
ぎ
の
中
一
年
が

過
ぎ
て
行
き
ま
し
た
。
歴
史

的
に
も
記
録
に
残
る
年
と
な

る
で
し
ょ
う
。

町
議
会
で
も
、
コ
ロ
ナ
関

連
の
議
案
も
多
く
、
臨
時
議

会
等
通
年
よ
り
も
多
く
の
課

題
に
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

従
っ
て
、
議
会
報
も
皆
様
に

伝
え
た
い
情
報
が
多
く
、
限

ら
れ
た
紙
面
の
中
で
編
集
す

る
大
変
さ
を
痛
感
し
て
い
ま

す
。
又
、
会
議
や
イ
ベ
ン
ト

の
ほ
と
ん
ど
が
中
止
と
な
っ

た
為
、
皆
様
と
の
情
報
交
換

の
場
も
限
ら
れ
て
し
ま
い
大

変
申
し
訳
な
く
思
い
ま
す
。

今
年
は
、
少
し
で
も
早
く

通
常
の
生
活
に
戻
れ
る
様
、

皆
で
協
力
し
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
明
る
い
年
に
し
ま
し
ょ

う
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

編
集
委
員

坂
本　
　
満

伊
藤　
寿
子

田
中　
　
晃
（
記
）

矢
澤　
和
重

編
集
後
記

聞いて

私の思い

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
で
暮
れ
て
コ
ロ
ナ
で

明
け
た
新
年
で
し
た
。
世
帯
の
多
い
尾
越

地
区
で
は
常
会
の
開
催
を
見
合
わ
せ
、
行

事
は
限
ら
れ
た
範
囲
と
な
り
、
宴
会
は
中

止
で
す
。
恒
例
行
事
が
前
回
と
異
な
る
の

で
判
断
や
案
内
に
悩
ん
だ
の
は
、
他
地
区

の
方
も
同
様
と
察
し
ま
す
。
蘭
の
空
は
、

夕
焼
け
の
後
に
は
夜
空
に
い
く
つ
も
の
飛

行
機
が
見
え
ま
す
。
多
い
と
き
は
一
度
に

7
機
ほ
ど
の
灯
火
が
見
え
た
の
に
、
消
え

た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
長
年
住
ん
で
い

て
、
初
め
て
の
経
験
で
す
。

コ
ロ
ナ
以
外
で
も
7
月
の
豪
雨
に
よ
り

近
隣
で
大
き
な
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

治
山
治
水
は
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
こ
の

大
雨
を
山
も
川
も
収
容
し
き
れ
な
い
。「
線

状
降
水
帯
」
な
ど
が
ず
れ
て
き
た
ら
…
と

思
う
と
、
ゾ
ッ
と
し
ま
す
。

生
ま
れ
育
っ
た
町 

蘭
地
区
は
…

蘭
地
区
は
私
の
生
ま
れ
育
っ
た
町
で
す
。

こ
の
地
で
商
売
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
30
数

年
と
な
り
ま
す
が
、
30
年
で
ど
の
く
ら
い

の
人
口
が
減
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
商
売
屋

さ
ん
の
共
通
の
悩
み
で
す
が
、
毎
年
お
得

意
様
が
減
っ
て
い
き
ま
す
。
特
に
気
に
な

る
こ
と
は
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、
空
き

家
が
目
に
見
え
て
増
え
て
き
ま
し
た
。
車

が
な
い
と
不
便
な
と
こ
ろ
で
す
。
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
な
が
ら
生
活
で
き
る
う
ち

は
良
い
の
で
す
が
、
個
々
の
事
情
で
こ
の

地
を
離
れ
て
、
子
ど
も
の
と
こ
ろ
や
施
設

な
ど
へ
行
か
れ
る
方
を
大
勢
見
て
き
ま
し

た
。
ご
本
人
に
し
て
み
れ
ば
、
長
年
生
活

し
た
地
を
離
れ
る
の
は
辛
い
こ
と
で
、
特

に
今
年
は
コ
ロ
ナ
で
気
軽
に
帰
っ
て
来
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
心
情
を

察
す
る
と
胸
が
詰
ま
り
ま
す
。

さ
て
、
10
年
後
、
20
年
後
の
蘭
は
…

それぞれの心情を胸に年越しを
蘭
地
域
振
興
協
議
会
副
会
長
　
北
原
　
伸
一
さ
ん

　
社
会
体
育
館
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

工
事
は
7
年
リ
ー
ス
だ
が
、

実
施
計
画
に
は
入
っ
て
い

な
い
。

　
実
施
計
画
に
は
単
年
度

工
事
事
業
の
み
入
れ
て
い

ま
す
。

◆
教
室
の
増
築

　
い
つ
頃
増
築
で
き
る
の

か
。

　
12
月
中
に
入
札
し
、
今

年
度
内
実
施
の
予
定
で
す
。

◆
保
育
園
舎
の
活
用

　
送
迎
が
大
変
と
い
う
声

を
聞
く
。
各
地
区
の
保
育

園
を
使
っ
て
は
。

　
年
明
け
か
ら
こ
ど
も
園

の
準
備
に
入
っ
て
い
き
ま

す
が
、
蘭
・
田
立
保
育
園

で
は
未
満
児
を
預
か
る
施

設
と
し
て
の
利
用
が
中
心

に
な
り
ま
す
。

　
放
課
後
子
ど
も
教
室
と

し
て
の
活
用
は
、
人
員
体

制
の
こ
と
も
あ
り
、
今
後

の
検
討
課
題
と
し
ま
す
。

　
人
材
確
保
に
よ
り
各
園

で
の
子
ど
も
教
室
が
す
ぐ

に
実
施
で
き
る
と
思
わ
れ

る
。
子
ど
も
教
室
の
増
築

を
止
め
て
は
ど
う
か
。

　
今
回
の
増
築
に
関
し
て

は
、
コ
ロ
ナ
対
策
へ
の
配

慮
も
あ
り
、
こ
ど
も
園
の

準
備
と
は
切
り
離
し
て
進

め
た
い
と
考
え
ま
す
。

町
内
施
設
Ｌ
Ｅ
Ｄ
工
事

　
社
会
体
育
館
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

　
社
会
体
育
館
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

町
内
施
設
Ｌ
Ｅ
Ｄ
工
事

Qな
い
。

な
い
。

　
実
施
計
画
に
は
単
年
度

A放
課
後
子
ど
も
教
室

◆
教
室
の
増
築

　
い
つ
頃
増
築
で
き
る
の

　
い
つ
頃
増
築
で
き
る
の

Qか
。
か
。12

A◆
保
育
園
舎
の
活
用

　
送
迎
が
大
変
と
い
う
声

　
送
迎
が
大
変
と
い
う
声

Q園
を
使
っ
て
は
。

園
を
使
っ
て
は
。

　
年
明
け
か
ら
こ
ど
も
園

Aの
検
討
課
題
と
し
ま
す
。

　
人
材
確
保
に
よ
り
各
園

　
人
材
確
保
に
よ
り
各
園

Qを
止
め
て
は
ど
う
か
。

を
止
め
て
は
ど
う
か
。

　
今
回
の
増
築
に
関
し
て

A
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広
報

議
会
だ
よ
り

公
民
館
報

定例会は年4回（3月・6月・9月・12月）開催されます。
詳しい日程などについては、音声告知端末放送、ケーブル

テレビなどでお知らせしています。
※12月の議会は、3日間で11人の傍聴がありました。

議会の傍聴にお越しください




